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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための方法であって、
　クライアントデバイスで、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスと少なくと
も１つの低優先順位アクセス禁止クラスを受信することと、
　低優先順位アクセス禁止クラスに切り替えることと、
　前記クライアントデバイスが接続されるネットワークからアクセス禁止メッセージを受
信することと、
　前記アクセス禁止メッセージを受信することに応じて、高優先順位アクセス禁止クラス
に切り替えることと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記低優先順位アクセス禁止クラスに前記切り替えることは、時刻、ネットワークイベ
ント、および／またはユーザアクションに基づく、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　サーバは、高優先順位呼要求を受信することに応じて前記アクセス禁止メッセージを送
信することを前記ネットワークに命令する通知を、前記ネットワークに送信する、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記サーバは、前記通知を送信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメント
を抑制する、
請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ネットワークは、前記通知を受信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンス
メントを抑制する、
請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記ネットワークは、ユニキャストネットワークを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記アクセス禁止メッセージは、前記ネットワークにアクセスすることを許容されるク
ライアントデバイスのグループを示すビットマスクを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記アクセス禁止メッセージは、システム情報ブロックタイプ２（ＳＩＢ２）メッセー
ジを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　クライアントデバイスの高優先順位グループの間のグループ呼のための呼アナウンスメ
ントを受信することをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　サーバは、クライアントデバイスの高優先順位グループの間のグループ呼の終了に応じ
てアクセス禁止を終了することを前記ネットワークに命令する通知を、前記ネットワーク
に送信する、
請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記サーバは、前記通知を送信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメント
を抑制することを停止する、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ネットワークは、前記通知を受信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンス
メントを抑制することを停止する、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記グループ呼の終了の後で前記低優先順位アクセス禁止クラスに切り替えることをさ
らに備える、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための装置であって、
　クライアントデバイスで、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスと少なくと
も１つの低優先順位アクセス禁止クラスを受信するように構成された論理と、
　低優先順位アクセス禁止クラスに切り替えるように構成された論理と、
　前記クライアントデバイスが接続されるネットワークからアクセス禁止メッセージを受
信するように構成された論理と、
　前記アクセス禁止メッセージの受信に応じて、高優先順位アクセス禁止クラスに切り替
えるように構成された論理と
を備える、装置。
【請求項１５】
　前記低優先順位アクセス禁止クラスへの前記切り替えは、時刻、ネットワークイベント



(3) JP 6125639 B2 2017.5.10

10

20

30

40

50

、および／またはユーザアクションに基づく、
請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　サーバは、高優先順位呼要求の受信に応じて前記アクセス禁止メッセージを送信するこ
とを前記ネットワークに命令する通知を、前記ネットワークに送信する、
請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記サーバは、前記通知の送信後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメントを抑
制する、
請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ネットワークは、前記通知の受信後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメン
トを抑制する、
請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ネットワークは、ユニキャストネットワークを備える、
請求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記アクセス禁止メッセージは、前記ネットワークにアクセスすることを許容されるク
ライアントデバイスのグループを示すビットマスクを備える、
請求項１４に記載の装置。
【請求項２１】
　前記アクセス禁止メッセージは、システム情報ブロックタイプ２（ＳＩＢ２）メッセー
ジを備える、
請求項１４に記載の装置。
【請求項２２】
　クライアントデバイスの高優先順位グループの間のグループ呼のための呼アナウンスメ
ント受信するように構成された論理をさらに備える、
請求項１４に記載の装置。
【請求項２３】
　サーバは、クライアントデバイスの高優先順位グループの間のグループ呼の終了に応じ
てアクセス禁止を終了することを前記ネットワークに命令する通知を、前記ネットワーク
に送信する、
請求項１４に記載の装置。
【請求項２４】
　前記サーバは、前記通知の送信後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメントを抑
制することを停止する、
請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記ネットワークは、前記通知の受信後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメン
トを抑制することを停止する、
請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記グループ呼の終了の後で前記低優先順位アクセス禁止クラスに切り替えるように構
成された論理をさらに備える、
請求項２３に記載の装置。
【請求項２７】
　デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための装置であって、
　クライアントデバイスで、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスと少なくと
も１つの低優先順位アクセス禁止クラスを受信するための手段と、
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　低優先順位アクセス禁止クラスに切り替えるための手段と、
　前記クライアントデバイスが接続されるネットワークからアクセス禁止メッセージを受
信するための手段と、
　前記アクセス禁止メッセージの受信に応じて、高優先順位アクセス禁止クラスに切り替
えるための手段と
を備える、装置。
【請求項２８】
　デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するためのコンピュータプロ
グラムであって、少なくとも１つのプロセッサによって実行される命令を備え、前記命令
は、
　クライアントデバイスで、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスと少なくと
も１つの低優先順位アクセス禁止クラスを受信するための少なくとも１つの命令と、
　低優先順位アクセス禁止クラスに切り替えるための少なくとも１つの命令と、
　前記クライアントデバイスが接続されるネットワークからアクセス禁止メッセージを受
信するための少なくとも１つの命令と、
　前記アクセス禁止メッセージの受信に応じて、高優先順位アクセス禁止クラスに切り替
えるための少なくとも１つの命令と
を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張　
　[0001]本特許出願は、本出願と同じ発明者によって、２０１２年８月３１日に出願され
、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込まれる、「PROVIDING 
GROUP CALL PRIORITY ACCESS IN LTE AND PRIORITY ACCESS FOR USER EQUIPMENTS WITH D
UAL ACCESS CLASSES」と題する、仮出願第６１／６９５，７８０号の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]発明の実施形態は、デュアルアクセスクラスを持つユーザ機器（ＵＥ）のための
優先アクセスおよびロングタームエボリューション（ＬＴＥ）におけるグループ呼優先ア
クセスを提供すること関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、第１世代アナログワイヤレス電話サービス（１Ｇ）
、第２世代（２Ｇ）デジタルワイヤレス電話サービス（中間の２．５Ｇおよび２．７５Ｇ
ネットワークを含む）、ならびに第３世代（３Ｇ）および第４世代（４Ｇ）高速データ／
インターネット対応ワイヤレスサービスを含む、様々な世代を通じて発展してきた。現在
、セルラーおよびパーソナル通信サービス（ＰＣＳ：Personal Communications Service
）システムを含む、使用されている多くの異なるタイプのワイヤレス通信システムがある
。既知のセルラーシステムの例としては、セルラーアナログアドバンストモバイルフォン
システム（ＡＭＰＳ：Analog Advanced Mobile Phone System）、および符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、ＴＤ
ＭＡのモバイル用グローバルシステムアクセス（ＧＳＭ（登録商標）：Global System fo
r Mobile）変形形態に基づくデジタルセルラーシステム、およびＴＤＭＡ技術とＣＤＭＡ
技術の両方を使用するより新しいハイブリッドデジタル通信システムがある。
【０００４】
　[0004]より最近では、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Long Term Evolution
）が、モバイルフォンと他のデータ端末とのための高速データのワイヤレス通信のための
ワイヤレス通信プロトコルとして開発された。ＬＴＥはＧＳＭに基づき、ＧＳＭ進化型高
速データレート（ＥＤＧＥ：Enhanced Data rates for GSM Evolution）などの様々なＧ
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ＳＭ関係のプロトコルと、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ：High-Speed Packet Access
）などのユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universa
l Mobile Telecommunications System）プロトコルとからの寄与を含む。
【０００５】
　[0005]セルラーシステムは、ブロードキャスト、マルチキャスト、およびユニキャスト
サービスをサポートしうる。ブロードキャストサービスは、すべてのユーザによって受信
されうるサービス、例えば、ニュースブロードキャストである。マルチキャストサービス
は、ユーザのグループによって受信されうるサービス、例えば、加入者ビデオサービスで
ある。ユニキャストサービスは、特定のユーザを意図したサービス、例えば、音声呼であ
る。グループ通信は、ユニキャスト、ブロードキャスト、マルチキャスト、または各々の
組み合わせを使用して実施されることができる。グループがより大きくなるにつれ、一般
に、マルチキャストサービスを使用する方がより効率的である。
【０００６】
　[0006]あるセルラーシステムは、グループ優先アクセスをオファーし、それによって、
アクセスチャネル衝突を低減することによってネットワークにアクセスすることができる
高優先順位のグループメンバの機会を改善する。これは、選択高優先順位グループ呼が配
置される場合、他の低優先順位のユーザがチャネルアクセスプロシージャを実行するのを
妨げることによって達成される。
【０００７】
　[0007]ＬＴＥネットワークは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージ中に示され
るような、セルバイセルベース（cell-by-cell basis）上でネットワークアクセスから禁
止された加入者のクラスまたはカテゴリをブロードキャストすることによってアクセスの
禁止をサポートする。ＵＥは、１つまたは複数のアクセスクラスを供給され、ＵＥ上の少
なくとも１つのアクセスクラスがＳＩＢメッセージに基づいてアクセスを許可される場合
、ＵＥは、アクセスする試みを実行することが許容される。アクセスクラスに基づく禁止
の典型的な利用は、２つ範囲、アクセスから禁止される範囲と、アクセスが許容される残
りの設定とにユーザを分類することである。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]開示は、デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定することに関
する。デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための方法は、クラ
イアントデバイスで、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスと少なくとも１つ
の低優先順位アクセス禁止クラスとを受信することと、低優先順位アクセス禁止クラスに
切り替えることと、アクセス禁止メッセージを受信することと、アクセス禁止メッセージ
を受信することに応じて高優先順位アクセス禁止クラスに切り替えることとを含む。
【０００９】
　[0009]デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先順位アクセスを決定するための方法は
、クライアントデバイスのグループの間の高優先順位呼のための呼要求を受信することと
、呼要求を受信することに応じて、アクセス禁止メッセージを送信するためにそれに命令
するネットワークに通知を送信することと、ここにおいて、クライアントデバイスのグル
ープのうちの１つまたは複数のメンバは、アクセス禁止メッセージを受信することに応じ
て高優先順位アクセスクラスに切り替える、通信を送信した後、非優先順位呼要求のため
の呼アナウンスメントを抑圧することとを含む。
【００１０】
　[0010]デュアルアクセス禁止メッセージで優先アクセスを決定するための装置は、クラ
イアントデバイスで、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスと少なくとも１つ
の低優先順位アクセス禁止クラスを受信するように構成された論理と、低優先順位アクセ
ス禁止クラスに切り替えるように構成された論理と、アクセス禁止順位メッセージを受信
するように構成された論理と、アクセス禁止メッセージを受信することに応じて高優先順
位アクセス禁止クラスに切り替えように構成された論理とを含む。
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【００１１】
　[0011]デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための装置は、ク
ライアントデバイスのグループの間の高優先順位呼のための呼要求を受信するように構成
された論理と、呼要求を受信することに応じて、アクセス禁止メッセージを送信するため
にそれに命令するネットワークに通知を送信するように構成された論理と、ここにおいて
、クライアントデバイスのグループのうちの１つまたは複数のメンバは、アクセス禁止メ
ッセージを受信することに応じて高優先順位アクセスクラスに切り替える、通信を送信し
た後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメントを抑圧するように構成された論理と
を含む。
【００１２】
　[0012]デュアルアクセス禁止メッセージを用いて優先アクセスを決定するための装置は
、クライアントデバイスで、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスと少なくと
も１つの低優先順位アクセス禁止クラスを受信するための手段と、低優先順位アクセス禁
止クラスに切り替えるための手段と、アクセス禁止順位メッセージを受信するための手段
と、アクセス禁止メッセージを受信することに応じて高優先順位アクセス禁止クラスに切
り替えるための手段とを含む。
【００１３】
　[0013]デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための装置は、ク
ライアントデバイスのグループの間の高優先順位呼のための呼要求を受信するための手段
と、呼要求を受信することに応じて、アクセス禁止メッセージを送信するためにそれに命
令するネットワークに通知を送信するための手段と、ここにおいて、クライアントデバイ
スのグループのうちの１つまたは複数のメンバは、アクセス禁止メッセージを受信するこ
とに応じて高優先順位アクセスクラスに切り替える、通信を送信した後、非優先順位呼要
求のための呼アナウンスメントを抑圧するための手段とを含む。
【００１４】
　[0014]デュアルアクセス禁止クラスで優先アクセスを決定するための非一時的コンピュ
ータ可読媒体は、クライアントデバイスで、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止ク
ラスと少なくとも１つの低優先順位アクセス禁止クラスを受信することと、低優先順位ア
クセス禁止クラスに切り替えることと、アクセス禁止メッセージを受信することと、アク
セス禁止メッセージを受信することに応じて高優先順位アクセス禁止クラスに切り替える
こととを行う少なくとも１つの命令を含む。
【００１５】
　[0015]デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための非一時的コ
ンピュータ可読媒体は、クライアントデバイスのグループの間の高優先順位呼のための呼
要求を受信することと、呼要求を受信することに応じて、アクセス禁止メッセージを送信
するためにそれに命令するネットワークに通知を送信することと、ここにおいて、クライ
アントデバイスのグループのうちの１つまたは複数のメンバは、アクセス禁止メッセージ
を受信することに応じて高優先順位アクセスクラスに切り替える、通信を送信した後、非
優先順位呼要求のための呼アナウンスメントを抑圧することとを行う少なくとも１つの命
令を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　[0016]本発明の実施形態とそれの付随する利点の多くとのより完全な諒解は、以下の詳
細な説明を参照し、本発明を限定するためではなく単に例示するために提示する添付の図
面に関連して考察することによって、よりよく理解されれば、容易に得られるであろう。
【図１】本発明の一実施形態による、ワイヤレス通信システムのハイレベルシステムアー
キテクチャを示す図。
【図２Ａ】本発明の一実施形態による、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）と、１ｘＥ
Ｖ－ＤＯネットワークのためのコアネットワークのパケット交換部分との例示的な構成を
示す図。
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【図２Ｂ】本発明の一実施形態による、ＲＡＮと、３Ｇ　ＵＭＴＳ　Ｗ－ＣＤＭＡ（登録
商標）システム内の汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ：General Packet Radio Servi
ce）コアネットワークのパケット交換部分との例示的な構成を示す図。
【図２Ｃ】本発明の一実施形態による、ＲＡＮと、３Ｇ　ＵＭＴＳ　Ｗ－ＣＤＭＡシステ
ム内のＧＰＲＳコアネットワークのパケット交換部分との別の例示的な構成を示す図。
【図２Ｄ】本発明の一実施形態による、ＲＡＮと、発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Ev
olved Packet System）またはロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワークに
基づくコアネットワークのパケット交換部分との例示的な構成を示す図。
【図２Ｅ】本発明の一実施形態による、ＥＰＳまたはＬＴＥネットワークに接続された拡
張高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate Packet Data）ＲＡＮと、また、ＨＲＰＤ
コアネットワークのパケット交換部分との例示的な構成を示す図。
【図３】本発明の実施形態による、ユーザ機器（ＵＥ）の例を示す図。
【図４】本発明の一実施形態による、機能を実施するように構成された論理を含む通信デ
バイスを示す図。
【図５】本発明の様々な形態に従う例示的なサーバを示す図。
【図６】開示の少なくとも１つの態様に従う高優先順位ユーザのためのアプリケーション
をセットアップするための例示的なフローを示す図。
【図７】開示の少なくとも１つの態様に従う、パブリックセーフティユーザのための例示
的なＬＴＥ無線接続およびアタッチプロシージャ（attach procedure）を示す図。
【図８】開示の少なくとも１つの態様に従う、アクセスを禁止することに基づくグループ
優先順位のための例示的なフローを示す図。
【図９】開示の少なくとも１つの態様に従う、デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先
アクセスを決定するための例示的なフローを示す図。
【図１０】開示の少なくとも１つの態様に従う、デュアルアクセス禁止クラスを用いて優
先アクセスを決定するための例示的なフローを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　[0031]本発明の特定の実施形態を対象とする以下の説明および関連する図面において、
本発明の態様が開示される。本発明の範囲から逸脱することなく、代替実施形態が考案さ
れ得る。さらに、本発明の関連する詳細を不明瞭にしないように、本発明のよく知られて
いる要素については詳細に説明しないか、または省略する。
【００１８】
　[0032]「例示的」および／または「例」という単語は、本明細書では「例、事例、また
は例示の働きをすること」を意味するために使用する。本明細書で「例示的」および／ま
たは「例」として説明するいかなる実施形態も、必ずしも他の実施形態よりも好ましいま
たは有利であると解釈されるべきであるとは限らない。同様に、「本発明の実施形態」と
いう用語は、本発明のすべての実施形態が、説明する特徴、利点または動作モードを含む
ことを必要としない。
【００１９】
　[0033]さらに、多くの実施形態について、たとえば、コンピューティングデバイスの要
素によって実施されるべき一連のアクションに関して説明する。本明細書で説明する様々
なアクションは、特定の回路（たとえば、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ））によって
、１つまたは複数のプロセッサによって実行されるプログラム命令によって、あるいは両
方の組合せによって実施され得ることを認識されよう。さらに、本明細書で説明するこれ
らの一連のアクションは、実行時に、本明細書で説明する機能を実施することを関連する
プロセッサに行わせるであろう、コンピュータ命令の対応するセットを記憶した任意の形
態のコンピュータ可読記憶媒体内で全体として実施されるべきものと見なされ得る。した
がって、本発明の様々な態様は、すべてが請求する主題の範囲内に入ることが企図されて
いるいくつかの異なる形態で実施され得る。さらに、本明細書で説明する実施形態の各々
について、任意のそのような実施形態の対応する形態について、本明細書では、たとえば
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、説明するアクションを実施する「ように構成された論理」として説明することがある。
【００２０】
　[0034]本明細書でユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれるクライアントデバイスは、モバイルま
たは固定であり得、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）と通信し得る。本明細書で使用
する「ＵＥ」という用語は、互換的に、「アクセス端末」または「ＡＴ」、「ワイヤレス
デバイス」、「加入者デバイス」、「加入者端末」、「加入者局」、「ユーザ端末」また
はＵＴ、「モバイル端末」、「移動局」およびそれらの変形形態と呼ばれることがある。
概して、ＵＥは、ＲＡＮを介してコアネットワークと通信することができ、コアネットワ
ークを通して、ＵＥは、インターネットなどの外部ネットワークと接続され得る。もちろ
ん、ワイヤードアクセスネットワーク、（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１などに基づく
）ＷｉＦｉ（登録商標）ネットワークなどを介してなど、コアネットワークおよび／また
はインターネットに接続する他の機構もＵＥのために可能である。ＵＥは、限定はしない
が、ＰＣカード、コンパクトフラッシュ（登録商標）デバイス、外部または内部モデム、
ワイヤレスまたはワイヤラインフォンなどを含む、いくつかのタイプのデバイスのいずれ
かによって実施され得る。ＵＥがそれを通してＲＡＮに信号を送ることができる通信リン
クはアップリンクチャネル（たとえば、逆方向トラフィックチャネル、逆方向制御チャネ
ル、アクセスチャネルなど）と呼ばれる。ＲＡＮがそれを通してＵＥに信号を送ることが
できる通信リンクはダウンリンクまたは順方向リンクチャネル（たとえば、ページングチ
ャネル、制御チャネル、ブロードキャストチャネル、順方向トラフィックチャネルなど）
と呼ばれる。本明細書で使用するトラフィックチャネル（ＴＣＨ：traffic channel）と
いう用語は、アップリンク／逆方向トラフィックチャネルまたはダウンリンク／順方向ト
ラフィックチャネルのいずれかを指すことがある。
【００２１】
　[0035]図１に、本発明の一実施形態による、ワイヤレス通信システム１００のハイレベ
ルシステムアーキテクチャを示す。ワイヤレス通信システム１００はＵＥ１．．．Ｎを含
んでいる。ＵＥ１．．．Ｎは、セルラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ページャ、ラッ
プトップコンピュータ、デスクトップコンピュータなどを含むことができる。たとえば、
図１では、ＵＥ１．．．２はセルラー発呼フォンとして示されており、ＵＥ３．．．５は
セルラータッチスクリーンフォンまたはスマートフォンとして示されており、ＵＥ　Ｎは
デスクトップコンピュータまたはＰＣとして示されている。
【００２２】
　[0036]図１を参照すると、ＵＥ１．．．Ｎは、エアインターフェース１０４、１０６、
１０８として図１に示された物理通信インターフェースまたはレイヤ、および／あるいは
直接ワイヤード接続を介して、アクセスネットワーク（たとえば、ＲＡＮ１２０、アクセ
スポイント１２５など）と通信するように構成される。エアインターフェース１０４およ
び１０６は所与のセルラー通信プロトコル（たとえば、ＣＤＭＡ、ＥＶＤＯ、ｅＨＲＰＤ
、ＧＳＭ、ＥＤＧＥ、Ｗ－ＣＤＭＡ、ＬＴＥなど）に準拠することができ、エアインター
フェース１０８はワイヤレスＩＰプロトコル（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１）に準拠
することができる。ＲＡＮ１２０は、エアインターフェース１０４および１０６など、エ
アインターフェースを介してＵＥをサービスする複数のアクセスポイントを含む。ＲＡＮ
１２０中のアクセスポイントは、アクセスノードまたはＡＮ、アクセスポイントまたはＡ
Ｐ、基地局またはＢＳ、ノードＢ、ｅノードＢなどと呼ばれることがある。これらのアク
セスポイントは、地上波アクセスポイント（または地上局）、または衛星アクセスポイン
トであり得る。ＲＡＮ１２０は、ＲＡＮ１２０によってサービスされるＵＥと、ＲＡＮ１
２０または異なるＲＡＮによってサービスされる他のＵＥとの間の回線交換（ＣＳ）呼を
全体的にブリッジすることを含む、様々な機能を実施することができる、およびインター
ネット１７５などの外部ネットワークとのパケット交換（ＰＳ）データの交換を仲介する
こともできる、コアネットワーク１４０に接続するように構成される。インターネット１
７５は（便宜上図１には示されていない）いくつかのルーティングエージェントおよび処
理エージェントを含む。図１では、ＵＥ　Ｎは、インターネット１７５に直接接続するも
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の（すなわち、ＷｉＦｉまたは８０２．１１ベースのネットワークのイーサネット（登録
商標）接続を介してなど、コアネットワーク１４０とは別個）として示されている。イン
ターネット１７５は、したがって、コアネットワーク１４０を介してＵＥ　ＮとＵＥ１．
．．Ｎとの間のパケット交換データ通信をブリッジするように機能することができる。ま
た、ＲＡＮ１２０とは別個であるアクセスポイント１２５が図１に示されている。アクセ
スポイント１２５は、コアネットワーク１４０から独立して（たとえば、ＦｉＯＳなどの
光通信システム、ケーブルモデムなどを介して）インターネット１７５に接続され得る。
エアインターフェース１０８は、一例ではＩＥＥＥ８０２．１１など、ローカルワイヤレ
ス接続を介してＵＥ４またはＵＥ５をサービスし得る。ＵＥ　Ｎは、モデムまたはルータ
への直接接続など、インターネット１７５へのワイヤード接続をもつデスクトップコンピ
ュータとして示されており、これは、（たとえば、ワイヤード接続性とワイヤレス接続性
の両方をもつＷｉＦｉルータについて）一例ではそれ自体がアクセスポイント１２５に対
応することができる。
【００２３】
　[0037]図１を参照すると、アプリケーションサーバ１７０が、インターネット１７５、
コアネットワーク１４０、または両方に接続されるものとして示されている。アプリケー
ションサーバ１７０は、複数の構造的に別個のサーバとして実装され得るか、または代替
的に単一のサーバに対応し得る。以下でより詳細に説明するように、アプリケーションサ
ーバ１７０は、コアネットワーク１４０および／またはインターネット１７５を介してア
プリケーションサーバ１７０に接続することができるＵＥのための１つまたは複数の通信
サービス（たとえば、ボイスオーバーインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）セッション
、プッシュツートーク（ＰＴＴ）セッション、グループ通信セッション、ソーシャルネッ
トワーキングサービスなど）をサポートするように構成される。
【００２４】
　[0038]ワイヤレス通信システム１００についてより詳細に説明するのを助けるために、
ＲＡＮ１２０およびコアネットワーク１４０のためのプロトコル固有実装形態の例が図２
Ａ～図２Ｄに関して以下で与えられる。特に、ＲＡＮ１２０およびコアネットワーク１４
０の構成要素は、パケット交換（ＰＳ）通信をサポートすることに関連する構成要素に対
応し、それにより、レガシー回線交換（ＣＳ）構成要素もこれらのネットワーク中に存在
し得るが、いかなるレガシーＣＳ固有構成要素も図２Ａ～図２Ｄには明示的に示されてい
ない。
【００２５】
　[0039]図２Ａに、本発明の一実施形態による、ＲＡＮ１２０と、ＣＤＭＡ２０００　１
ｘエボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）
ネットワークにおけるパケット交換通信のためのコアネットワーク１４０との例示的な構
成を示す。図２Ａを参照すると、ＲＡＮ１２０は、ワイヤードバックホールインターフェ
ースを介して基地局コントローラ（ＢＳＣ）２１５Ａに結合された複数の基地局（ＢＳ）
２００Ａ、２０５Ａおよび２１０Ａを含む。単一のＢＳＣによって制御されるＢＳのグル
ープはサブネットと総称される。当業者によって諒解されるように、ＲＡＮ１２０は、複
数のＢＳＣとサブネットとを含むことができ、便宜上単一のＢＳＣが図２Ａに示されてい
る。ＢＳＣ２１５Ａは、Ａ９接続を介してコアネットワーク１４０内のパケット制御機能
（ＰＣＦ：packet control function）２２０Ａと通信する。ＰＣＦ２２０Ａは、パケッ
トデータに関係するＢＳＣ２１５Ａのためのいくつかの処理機能を実施する。ＰＣＦ２２
０Ａは、Ａ１１接続を介してコアネットワーク１４０内のパケットデータサービングノー
ド（ＰＤＳＮ：Packet Data Serving Node）２２５Ａと通信する。ＰＤＳＮ２２５Ａは、
ポイントツーポイント（ＰＰＰ）セッションを管理すること、ホームエージェント（ＨＡ
：home agent）および／または外部エージェント（ＦＡ：foreign agent）として働くこ
とを含む、様々な機能を有し、（以下でより詳細に説明する）ＧＳＭおよびＵＭＴＳネッ
トワークにおけるゲートウェイ汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）サポートノード（
ＧＧＳＮ：Gateway GPRS Support Node）と機能が同様である。ＰＤＳＮ２２５Ａは、イ
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ンターネット１７５など、外部ＩＰネットワークにコアネットワーク１４０を接続する。
【００２６】
　[0040]図２Ｂに、本発明の一実施形態による、ＲＡＮ１２０と、３Ｇ　ＵＭＴＳ　Ｗ－
ＣＤＭＡシステム内のＧＰＲＳコアネットワークとして構成されたコアネットワーク１４
０のパケット交換部分との例示的な構成を示す。図２Ｂを参照すると、ＲＡＮ１２０は、
ワイヤードバックホールインターフェースを介して無線ネットワークコントローラ（ＲＮ
Ｃ：Radio Network Controller）２１５Ｂに結合された複数のノードＢ２００Ｂ、２０５
Ｂおよび２１０Ｂを含む。１ｘＥＶ－ＤＯネットワークと同様に、単一のＲＮＣによって
制御されるノードＢのグループはサブネットと総称される。当業者によって諒解されるよ
うに、ＲＡＮ１２０は、複数のＲＮＣとサブネットとを含むことができ、便宜上単一のＲ
ＮＣが図２Ｂに示されている。ＲＮＣ２１５Ｂは、コアネットワーク１４０中のサービン
グＧＲＰＳサポートノード（ＳＧＳＮ：Serving GRPS Support Node）２２０ＢとＲＡＮ
１２０によってサービスされるＵＥとの間のベアラチャネル（すなわち、データチャネル
）をシグナリングし、確立し、ティアダウンすることを担う。リンクレイヤ暗号化が使用
可能にされる場合、ＲＮＣ２１５Ｂはまた、エアインターフェースを介して送信のために
ＲＡＮ１２０にそのコンテンツをフォワーディングする前にそのコンテンツを暗号化する
。ＲＮＣ２１５Ｂの機能は、当技術分野でよく知られており、簡潔のためにそれについて
さらに説明しない。
【００２７】
　[0041]図２Ｂでは、コアネットワーク１４０は、上述のＳＧＳＮ２２０Ｂ（および潜在
的にいくつかの他のＳＧＳＮも）とＧＧＳＮ２２５Ｂとを含む。概して、ＧＰＲＳは、Ｉ
ＰパケットをルーティングするためにＧＳＭにおいて使用されるプロトコルである。ＧＰ
ＲＳコアネットワーク（たとえば、ＧＧＳＮ２２５Ｂおよび１つまたは複数のＳＧＳＮ２
２０Ｂ）は、ＧＰＲＳシステムの中心部であり、また、Ｗ－ＣＤＭＡベースの３Ｇアクセ
スネットワークのためのサポートを与える。ＧＰＲＳコアネットワークは、ＧＳＭおよび
Ｗ－ＣＤＭＡネットワークにおいてＩＰパケットサービスのためにモビリティ管理と、セ
ッション管理と、トランスポートとを与える、ＧＳＭコアネットワーク（すなわち、コア
ネットワーク１４０）の統合部である。
【００２８】
　[0042]ＧＰＲＳトンネリングプロトコル（ＧＴＰ：GPRS Tunneling Protocol）は、Ｇ
ＰＲＳコアネットワークの定義的なＩＰプロトコルである。ＧＴＰは、ＧＳＭまたはＷ－
ＣＤＭＡネットワークのエンドユーザ（たとえば、ＵＥ）が、あちらこちらに移動する間
、ＧＧＳＮ２２５Ｂにおける１つのロケーションからであるかのように、インターネット
１７５に接続し続けることを可能にする、プロトコルである。これは、ＵＥの現在ＳＧＳ
Ｎ２２０Ｂから、それぞれのＵＥのセッションを処理しているＧＧＳＮ２２５Ｂにそれぞ
れのＵＥのデータを転送することによって達成される。
【００２９】
　[0043]３つの形態のＧＴＰ、すなわち、（ｉ）ＧＴＰ－Ｕ、（ｉｉ）ＧＴＰ－Ｃ、およ
び（ｉｉｉ）ＧＴＰ’（ＧＴＰ　Ｐｒｉｍｅ）が、ＧＰＲＳコアネットワークによって使
用される。ＧＴＰ－Ｕは、各パケットデータプロトコル（ＰＤＰ：packet data protocol
）コンテキストについて分離されたトンネルにおけるユーザデータの転送のために使用さ
れる。ＧＴＰ－Ｃは、制御シグナリング（たとえば、ＰＤＰコンテキストのセットアップ
および削除、ＧＳＮ到達可能性の検証、加入者があるＳＧＳＮから別のＳＧＳＮに移動し
たときなどの更新または修正など）のために使用される。ＧＴＰ’は、ＧＳＮから課金機
能への課金データの転送のために使用される。
【００３０】
　[0044]図２Ｂを参照すると、ＧＧＳＮ２２５Ｂは、ＧＰＲＳバックボーンネットワーク
（図示せず）とインターネット１７５との間のインターフェースとして働く。ＧＧＳＮ２
２５Ｂは、ＳＧＳＮ２２０Ｂから来たＧＰＲＳパケットから、関連するパケットデータプ
ロトコル（ＰＤＰ）フォーマット（たとえば、ＩＰまたはＰＰＰ）を伴うパケットデータ
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を抽出し、対応するパケットデータネットワーク上でパケットを送出する。反対方向にお
いて、着信データパケットは、ＧＧＳＮ接続されたＵＥによってＳＧＳＮ２２０Ｂに向け
られ、ＳＧＳＮ２２０Ｂは、ＲＡＮ１２０によってサービスされるターゲットＵＥの無線
アクセスベアラ（ＲＡＢ：Radio Access Bearer）を管理し、制御する。それにより、Ｇ
ＧＳＮ２２５Ｂは、（たとえば、ＰＤＰコンテキスト内の）ロケーションレジスタに、タ
ーゲットＵＥの現在ＳＧＳＮアドレスとターゲットＵＥの関連するプロファイルとを記憶
する。ＧＧＳＮ２２５Ｂは、ＩＰアドレス割当てを担い、接続されたＵＥのためのデフォ
ルトルータである。ＧＧＳＮ２２５Ｂはまた、認証および課金機能を実施する。
【００３１】
　[0045]ＳＧＳＮ２２０Ｂは、一例では、コアネットワーク１４０内の多くのＳＧＳＮの
うちの１つを代表する。各ＳＧＳＮは、関連する地理的サービスエリア内のＵＥとの間の
データパケットの配信を担う。ＳＧＳＮ２２０Ｂのタスクは、パケットルーティングおよ
び転送、モビリティ管理（アタッチ／デタッチ（attach/detach）およびロケーション管
理）、論理リンク管理、ならびに認証および課金機能を含む。ＳＧＳＮ２２０Ｂのロケー
ションレジスタは、たとえば、各ユーザまたはＵＥについて１つまたは複数のＰＤＰコン
テキスト内で、ＳＧＳＮ２２０Ｂに登録されたすべてのＧＰＲＳユーザのロケーション情
報（たとえば、現在セル、現在ＶＬＲ）とユーザプロファイル（たとえば、ＩＭＳＩ、パ
ケットデータネットワーク中で使用される（１つまたは複数の）ＰＤＰアドレス）とを記
憶する。したがって、ＳＧＳＮ２２０Ｂは、（ｉ）ＧＧＳＮ２２５ＢからダウンリンクＧ
ＴＰパケットをデトンネリングすることと、（ｉｉ）ＧＧＳＮ２２５Ｂへのアップリンク
トンネルＩＰパケットと、（ｉｉｉ）ＵＥがＳＧＳＮサービスエリア間で移動するときに
モビリティ管理を行うことと、（ｉｖ）モバイル加入者に請求することとを担う。当業者
によって諒解されるように、（ｉ）～（ｉｖ）の他に、ＧＳＭ／ＥＤＧＥネットワークの
ために構成されたＳＧＳＮは、Ｗ－ＣＤＭＡネットワークのために構成されたＳＧＳＮと
比較して、わずかに異なる機能を有する。
【００３２】
　[0046]ＲＡＮ１２０（たとえば、またはＵＭＴＳシステムアーキテクチャではＵＴＲＡ
Ｎ）は、無線アクセスネットワークアプリケーションパート（ＲＡＮＡＰ：Radio Access
 Network Application Part）プロトコルを介してＳＧＳＮ２２０Ｂと通信する。ＲＡＮ
ＡＰは、フレームリレーまたはＩＰなどの送信プロトコルを用いて、Ｉｕインターフェー
ス（Ｉｕ－ｐｓ）を介して動作する。ＳＧＳＮ２２０Ｂは、ＳＧＳＮ２２０Ｂと他のＳＧ
ＳＮ（図示せず）と内部ＧＧＳＮ（図示せず）との間のＩＰベースのインターフェースで
あるＧｎインターフェースを介してＧＧＳＮ２２５Ｂと通信し、上記で定義されたＧＴＰ
プロトコル（たとえば、ＧＴＰ－Ｕ、ＧＴＰ－Ｃ、ＧＴＰ’など）を使用する。図２Ｂの
実施形態では、ＳＧＳＮ２２０ＢとＧＧＳＮ２２５Ｂとの間のＧｎは、ＧＴＰ－ＣとＧＴ
Ｐ－Ｕの両方を搬送する。図２Ｂには示されていないが、Ｇｎインターフェースはまた、
ドメインネームシステム（ＤＮＳ：Domain Name System）によって使用される。ＧＧＳＮ
２２５Ｂは、公衆データネットワーク（ＰＤＮ：Public Data Network）（図示せず）に
接続され、次に、直接、またはワイヤレスアプリケーションプロトコル（ＷＡＰ：Wirele
ss Application Protocol）ゲートウェイを通じて、ＩＰプロトコルを用いてＧｉインタ
ーフェースを介してインターネット１７５に接続される。
【００３３】
　[0047]図２Ｃに、本発明の一実施形態による、ＲＡＮ１２０と、３Ｇ　ＵＭＴＳ　Ｗ－
ＣＤＭＡシステム内のＧＰＲＳコアネットワークとして構成されたコアネットワーク１４
０のパケット交換部分との別の例示的な構成を示す。図２Ｂと同様に、コアネットワーク
１４０は、ＳＧＳＮ２２０ＢとＧＧＳＮ２２５Ｂとを含む。ただし、図２Ｃでは、ダイレ
クトトンネルが、ＳＧＳＮ２２０ＢがＰＳ領域内でＲＡＮ１２０とＧＧＳＮ２２５Ｂとの
間の直接ユーザプレーントンネル、ＧＴＰ－Ｕを確立することを可能にする、Ｉｕモード
におけるオプションの機能である。図２ＣにおけるＳＧＳＮ２２０Ｂなど、ダイレクトト
ンネル対応ＳＧＳＮは、ＳＧＳＮ２２０Ｂがダイレクトユーザプレーン接続を使用するこ
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とができるか否かにかかわらず、ＧＧＳＮごとにおよびＲＮＣごとに構成され得る。図２
ＣにおけるＳＧＳＮ２２０Ｂは、制御プレーンシグナリングを処理し、いつダイレクトト
ンネルを確立すべきかの判定を行う。あるＰＤＰコンテキストのために割り当てられたＲ
ＡＢがリリースされると（すなわち、ＰＤＰコンテキストが保存されると）、ＧＴＰ－Ｕ
トンネルは、ダウンリンクパケットを処理することが可能であるためにＧＧＳＮ２２５Ｂ
とＳＧＳＮ２２０Ｂとの間に確立される。
【００３４】
　[0048]図２Ｄに、本発明の一実施形態による、ＲＡＮ１２０と、発展型パケットシステ
ム（ＥＰＳ）またはＬＴＥネットワークに基づくコアネットワーク１４０のパケット交換
部分との例示的な構成を示す。図２Ｄを参照すると、図２Ｂ～図２Ｃに示されたＲＡＮ１
２０とは異なり、ＥＰＳ／ＬＴＥネットワーク中のＲＡＮ１２０は、図２Ｂ～図２Ｃから
のＲＮＣ２１５Ｂなしに、複数の発展型ノードＢ（ＥノードＢまたはｅＮＢ）２００Ｄ、
２０５Ｄおよび２１０Ｄで構成される。これは、ＥＰＳ／ＬＴＥネットワーク中のＥノー
ドＢが、コアネットワーク１４０と通信するためにＲＡＮ１２０内の別個のコントローラ
（すなわち、ＲＮＣ２１５Ｂ）を必要としないからである。言い換えれば、図２Ｂ～図２
ＣからのＲＮＣ２１５Ｂの機能の一部が、図２ＤではＲＡＮ１２０の各それぞれのｅノー
ドＢに組み込まれる。
【００３５】
　[0049]図２Ｄでは、コアネットワーク１４０は、複数のモビリティ管理エンティティ（
ＭＭＥ：Mobility Management Entity）２１５Ｄおよび２２０Ｄと、ホーム加入者サーバ
（ＨＳＳ：Home Subscriber Server）２２５Ｄと、サービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ：
Serving Gateway）２３０Ｄと、パケットデータネットワークゲートウェイ（Ｐ－ＧＷ：P
acket Data Network Gateway）２３５Ｄと、ポリシーおよび課金ルール機能（ＰＣＲＦ：
Policy and Charging Rules Function）２４０Ｄとを含む。これらの構成要素と、ＲＡＮ
１２０とインターネット１７５との間のネットワークインターフェースが図２Ｄに示され
ており、以下のように（以下の）表１において定義される。　
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【表１】

【００３６】
　[0050]次に、図２ＤのＲＡＮ１２０とコアネットワーク１４０との中に示された構成要
素のハイレベルな説明について説明する。ただし、これらの構成要素は、それぞれ、様々
な３ＧＰＰ　ＴＳ規格から当技術分野でよく知られており、本明細書に含まれている説明
は、これらの構成要素によって実施されるすべての機能の網羅的な説明であるように意図
されていない。
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【００３７】
　[0051]図２Ｄを参照すると、ＭＭＥ２１５Ｄおよび２２０Ｄは、ＥＰＳベアラのための
制御プレーンシグナリングを管理するように構成される。ＭＭＥ機能は、非アクセス層（
ＮＡＳ：Non-Access Stratum）シグナリング、ＮＡＳシグナリングセキュリティ、技術間
および技術内ハンドオーバのためのモビリティ管理、Ｐ－ＧＷおよびＳ－ＧＷ選択、なら
びにＭＭＥ変更に伴うハンドオーバのためのＭＭＥ選択を含む。
【００３８】
　[0052]図２Ｄを参照すると、Ｓ－ＧＷ２３０Ｄは、ＲＡＮ１２０に向かうインターフェ
ースを終端するゲートウェイである。ＥＰＳベースのシステムのためのコアネットワーク
１４０に関連する各ＵＥについて、所与の時点おいて、単一のＳ－ＧＷがある。Ｓ－ＧＷ
２３０Ｄの機能は、ＧＴＰベースのＳ５／Ｓ８とプロキシモバイルＩＰｖ６（ＰＭＩＰ：
Proxy Mobile IPv6）ベースのＳ５／Ｓ８の両方について、モビリティアンカーポイント
、パケットルーティングおよびフォワーディング、ならびに、関連するＥＰＳベアラのＱ
ｏＳクラス識別子（ＱＣＩ：QoS Class Identifier）に基づいてディフサーブコードポイ
ント（ＤＳＣＰ：DiffServ Code Point）を設定することを含む。
【００３９】
　[0053]図２Ｄを参照すると、Ｐ－ＧＷ２３５Ｄは、パケットデータネットワーク（ＰＤ
Ｎ：Packet Data Network）、たとえば、インターネット１７５に向かうＳＧｉインター
フェースを終端するゲートウェイである。ＵＥが複数のＰＤＮにアクセスしている場合、
そのＵＥのための２つ以上のＰ－ＧＷがあり得るが、Ｓ５／Ｓ８接続性とＧｎ／Ｇｐ接続
性のミックスは、一般に、そのＵＥのために同時にサポートされない。Ｐ－ＧＷ機能は、
両方のＧＴＰベースのＳ５／Ｓ８について、（ディープパケット検査による）パケットフ
ィルタ処理、ＵＥ　ＩＰアドレス割振り、関連するＥＰＳベアラのＱＣＩに基づいてＤＳ
ＣＰを設定すること、オペレータ間課金を考慮すること、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．２０３に
おいて定義されているアップリンク（ＵＬ）およびダウンリンク（ＤＬ）ベアラバインデ
ィング、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．２０３において定義されているＵＬベアラバインディング
検証を含む。Ｐ－ＧＷ２３５Ｄは、ＧＳＭ／ＥＤＧＥ無線アクセスネットワーク（ＧＥＲ
ＡＮ：GSM/EDGE Radio Access Network）／ＵＴＲＡＮ専用ＵＥと、Ｅ－ＵＴＲＡＮ、Ｇ
ＥＲＡＮ、またはＵＴＲＡＮのいずれかを使用するＥ－ＵＴＲＡＮ対応ＵＥとの両方にＰ
ＤＮ接続性を与える。Ｐ－ＧＷ２３５Ｄは、Ｓ５／Ｓ８インターフェースを介してＥ－Ｕ
ＴＲＡＮのみを使用するＥ－ＵＴＲＡＮ対応ＵＥにＰＤＮ接続性を与える。
【００４０】
　[0054]図２Ｄを参照すると、ＰＣＲＦ２４０Ｄは、ＥＰＳベースのコアネットワーク１
４０のポリシーおよび課金制御要素である。非ローミングシナリオでは、ＵＥのインター
ネットプロトコル接続性アクセスネットワーク（ＩＰ－ＣＡＮ：Internet Protocol Conn
ectivity Access Network）セッションに関連するＨＰＬＭＮにおける単一のＰＣＲＦが
ある。ＰＣＲＦは、ＲｘインターフェースとＧｘインターフェースとを終端する。トラフ
ィックのローカルブレークアウトを伴うローミングシナリオでは、ＵＥのＩＰ－ＣＡＮセ
ッションに関連する２つのＰＣＲＦがあり得、すなわち、ホームＰＣＲＦ（Ｈ－ＰＣＲＦ
：Home PCRF）が、ＨＰＬＭＮ内に常駐するＰＣＲＦであり、訪問先ＰＣＲＦ（Ｖ－ＰＣ
ＲＦ：Visited PCRF）が、訪問先ＶＰＬＭＮ内に常駐するＰＣＲＦである。ＰＣＲＦは、
より詳細に３ＧＰＰ　ＴＳ２３．２０３に記載されており、したがって簡潔のためにそれ
についてさらに説明しない。図２Ｄでは、（たとえば、３ＧＰＰ用語ではＡＦと呼ばれる
ことがある）アプリケーションサーバ１７０は、インターネット１７５を介してコアネッ
トワーク１４０に、または代替的にＲｘインターフェースを介して直接ＰＣＲＦ２４０Ｄ
に、接続されるものとして示されている。概して、アプリケーションサーバ１７０（また
はＡＦ）は、コアネットワークでのＩＰベアラリソース（たとえばＵＭＴＳ　ＰＳ領域／
ＧＰＲＳ領域リソース／ＬＴＥ　ＰＳデータサービス）を使用するアプリケーションを提
供する要素である。出アプリケーション機能の一例は、ＩＰマルチメディアサブシステム
（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）コアネットワークサブシステムのプロキシ呼セッ
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は、ＰＣＲＦ２４０Ｄにセッション情報を与えるためにＲｘ基準点を使用する。セルラー
ネットワークを介してＩＰデータサービスを提供する他のアプリケーションサーバも、Ｒ
ｘ基準点を介してＰＣＲＦ２４０Ｄに接続され得る。
【００４１】
　[0055]ＬＴＥでは、データおよびオーバヘッド情報は、無線リンク制御（ＲＬＣ）レイ
ヤで論理チャネルとして処理される。論理チャネルは、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）
レイヤでチャネルをトランスポートするためにマップされる。トランスポートチャネルは
、物理レイヤ（ＰＨＹ）で物理チャネルにマップされる。表２は、ＬＴＥ中に使用される
（「Ｌ」として表示される）いくつかの論理チャネルと、（「Ｔ」として表示される）ト
ランスポートチャネルと、（「Ｐ」として表示される）物理チャネルをリストし、各チャ
ネルのための短い説明を提供する。
【表２】

【００４２】
　[0056]表２において示されるように、オーバヘッド情報の異なるタイプは、異なるチャ
ネル上で送られうる。表３は、オーバヘッド情報のいくつかのタイプをリストし、各タイ
プのための短い説明を提供する。表３はさらに、１つの設計に従って、オーバヘッド情報
の各タイプが送られうるチャネルを与える。
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【表３】

【００４３】
　[0057]オーバヘッド情報の異なるタイプはさらに、他の名称で呼ばれうる。スケジュー
リングおよび制御情報は、動的である一方、システムおよび構成情報は、半静的でありう
る。
【００４４】
　[0058]システム情報は、無線リソース制御（ＲＲＣ）機能によって提供され、マスター
情報ブロック（ＭＩＢ）およびシステム情報ンブロック（ＳＩＢ）中に構築される。ＭＩ
Ｂは、Ｕ固定ロケーション時間スロット中で送信され、ＤＬ‐ＳＣＨ上でスケジュールさ
れたＳＩＢタイプ１（ＳＩＢ１）を位置決めするのをＵＥが手助けするパラメータ（例え
ば、ＤＬ帯域幅およびシステムフレーム数）を含む。ＳＩＢ１は、セルに他のシステム情
報およびアクセスに関する情報をスケジューリングすることに関連する情報を含む。他の
ＳＩＢは、システム情報メッセージ中で多重化される。ＳＩＢタイプ２（ＳＩＢ２）メッ
セージは、すべてのＵＥに対して共通であるリソース構成情報およびアクセス禁止に関す
る情報を含む。発展型ユニバーサルテレストリアルＲＡＮ（ｅ－ＵＴＲＡＮ）は、ＳＩＢ
２メッセージ中のアクセスクラス禁止パラメータをブロードキャストすることによってユ
ーザアクセスを制御し、ＵＥは、そのユニバーサル加入者識別モジュール（ＵＳＩＭ）中
のアクセスクラスに従ってアクションを実行する。
【００４５】
　[0059]アクセスクラス１乃至１０のメンバであるすべてのＵＥは、アクセスクラス０乃
至９として定義される、モバイルポピュレーションをランダムに割り振られる。ポピュレ
ーション番号は、ＳＩＭ／ＵＳＩＭ中に記憶される。加えて、ＵＥは、ＳＩＭ／ＵＳＩＭ
中にさらに保持された、５つの特別なカテゴリ（アクセスクラス１１～１５）のうちの１
つまたは複数のメンバでありうる。標準（３ＧＰＰ　ＴＳ　２２．０１１、セクション４
．２）は、以下のようにこれらのアクセスクラスを定義する：　
　・　クラス１５－ＰＬＭＮスタッフ；　
　・　クラス１４－緊急サービス；　
　・　クラス１３－公共事業（例えば、水／ガス供給業者）；　
　・　クラス１２－セキュリティサービス；　
　・　クラス１１－ＰＬＭＮ使用のために
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　[0060]ＳＩＢ２メッセージは、アクセス制御のための以下のパラメータを含む：　
　・　アクセスクラス０－９を持つ通常のユーザに対して、アクセスは、ＳＩＢ２メッセ
ージ中のac-BarrignFactorとac-BarringTimeパラメータによって制御される。　
　・　緊急電話（アクセスクラス１０）を開始するユーザに対して、アクセスは、アクセ
ス禁止が強制されるか強制されないかが示される、ac-BarringForEmergencyパラメータに
よって制御される。　
　・　アクセスクラス１１乃至１５を持つＵＥに対して、アクセスは、アクセス禁止が強
制されるまたは強制されないかが示される、ac-BarringForSpecialACパラメータによって
制御される。
【００４６】
　[0061]ＵＥがエアインターフェースを通じてシグナルされるような、許可されたクラス
に対応する、少なくとも１つのアクセスクラスのメンバである場合、ＵＥは、アクセスプ
ロシージャを実行することを許容される。ＵＥは、ＵＥがアクセスを獲得するために、「
持続性」テストをパスするために乱数を生成する。アクセスを獲得するために、ＵＥ乱数
発生器の結果は、ac-BarringFactor中に設定されるしきい値より低い必要がある。より低
い値にac-BarringFactorを設定することによって、通常のユーザからのアクセスは、制限
される。アクセスクラス１１乃至１５を持つユーザは、何の制限も受けずにアクセスを獲
得することができる。
【００４７】
　[0062]図２Ｅに、本発明の一実施形態による、ＥＰＳまたはＬＴＥネットワーク１４０
Ａに接続された拡張高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）ＲＡＮとして構成されたＲＡＮ１２
０と、また、ＨＲＰＤコアネットワーク１４０Ｂのパケット交換部分との一例を示す。コ
アネットワーク１４０Ａは、図２Ｄに関して上記で説明したコアネットワークと同様の、
ＥＰＳまたはＬＴＥコアネットワークである。
【００４８】
　[0063]図２Ｅでは、ｅＨＲＰＤ　ＲＡＮは、拡張ＢＳＣ（ｅＢＳＣ）および拡張ＰＣＦ
（ｅＰＣＦ）２１５Ｅに接続された、複数の基地トランシーバ局（ＢＴＳ）２００Ｅ、２
０５Ｅおよび２１０Ｅを含む。ｅＢＳＣ／ｅＰＣＦ２１５Ｅは、Ｓ１０１インターフェー
スを介してＥＰＳコアネットワーク１４０Ａ内のＭＭＥ２１５Ｄまたは２２０Ｄのうちの
１つに、ならびにＥＰＳコアネットワーク１４０Ａ中の他のエンティティ（たとえば、Ｓ
１０３インターフェースを介してＳ－ＧＷ２２０Ｄ、Ｓ２ａインターフェースを介してＰ
－ＧＷ２３５Ｄ、Ｇｘａインターフェースを介してＰＣＲＦ２４０Ｄ、ＳＴａインターフ
ェースを介して（図２Ｄには明示的に示されていない）３ＧＰＰ　ＡＡＡサーバ、など）
とインターフェースするためにＡ１０および／またはＡ１１インターフェースを介してＨ
ＲＰＤサービングゲートウェイ（ＨＳＧＷ）２２０Ｅに、接続することができる。ＨＳＧ
Ｗ２２０Ｅは、３ＧＰＰ２において、ＨＲＰＤネットワークとＥＰＳ／ＬＴＥネットワー
クとの間のインターワーキングを与えるように定義されている。諒解されるように、ｅＨ
ＲＰＤ　ＲＡＮおよびＨＳＧＷ２２０Ｅは、レガシーＨＲＰＤネットワークにおいて利用
可能でないＥＰＣ／ＬＴＥネットワークへのインターフェース機能で構成される。
【００４９】
　[0064]再びｅＨＲＰＤ　ＲＡＮに目を向けると、ＥＰＳ／ＬＴＥネットワーク１４０Ａ
とインターフェースすることに加えて、ｅＨＲＰＤ　ＲＡＮは、ＨＲＰＤネットワーク１
４０ＢなどのレガシーＨＲＰＤネットワークともインターフェースすることができる。諒
解されるように、ＨＲＰＤネットワーク１４０Ｂは、図２ＡからのＥＶ－ＤＯネットワー
クなど、レガシーＨＲＰＤネットワークの例示的な実装形態である。たとえば、ｅＢＳＣ
／ｅＰＣＦ２１５Ｅは、Ａ１２インターフェースを介して認証、許可およびアカウンティ
ング（ＡＡＡ）サーバ２２５Ｅと、あるいはＡ１０またはＡ１１インターフェースを介し
てＰＤＳＮ／ＦＡ２３０Ｅに、インターフェースすることができる。ＰＤＳＮ／ＦＡ２３
０Ｅは、今度は、インターネット１７５がそれを通してアクセスされ得る、ＨＡ２３５Ａ
に接続する。図２Ｅでは、いくつかのインターフェース（たとえば、Ａ１３、Ａ１６、Ｈ
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１、Ｈ２など）について明示的に説明しないが、それらは、完全のために図示されており
、ＨＲＰＤまたはｅＨＲＰＤをよく知っている当業者によって理解されるであろう。
【００５０】
　[0065]図２Ｂ～図２Ｅを参照すると、ＬＴＥコアネットワーク（たとえば、図２Ｄ）、
ならびにｅＨＲＰＤ　ＲＡＮおよびＨＳＧＷとインターフェースするＨＲＰＤコアネット
ワーク（たとえば、図２Ｅ）は、場合によっては（たとえば、Ｐ－ＧＷ、ＧＧＳＮ、ＳＧ
ＳＮなどによって）ネットワーク開始型サービス品質（ＱｏＳ）をサポートすることがで
きることを諒解されよう。
【００５１】
　[0066]図３に、本発明の実施形態による、ＵＥの例を示す。図３を参照すると、ＵＥ３
００Ａが発呼電話として示されており、ＵＥ３００Ｂがタッチスクリーンデバイス（たと
えば、スマートフォン、タブレットコンピュータなど）として示されている。図３に示さ
れているように、ＵＥ３００Ａの外部ケーシングが、当技術分野で知られているように、
構成要素の中でも、アンテナ３０５Ａと、ディスプレイ３１０Ａと、少なくとも１つのボ
タン３１５Ａ（たとえば、ＰＴＴボタン、電源ボタン、ボリューム制御ボタンなど）と、
キーパッド３２０Ａとで構成される。また、ＵＥ３００Ｂの外部ケーシングが、当技術分
野で知られているように、構成要素の中でも、タッチスクリーンディスプレイ３０５Ｂと
、周辺のボタン３１０Ｂ、３１５Ｂ、３２０Ｂおよび３２５Ｂ（たとえば、電源制御ボタ
ン、ボリュームまたは振動制御ボタン、飛行機モードトグルボタンなど）と、少なくとも
１つのフロントパネルボタン３３０Ｂ（たとえば、ホームボタンなど）とで構成される。
ＵＥ３００Ｂの一部として明示的に示されていないが、ＵＥ３００Ｂは、限定はしないが
、ＷｉＦｉアンテナ、セルラーアンテナ、衛星位置システム（ＳＰＳ）アンテナ（たとえ
ば、全地球測位システム（ＧＰＳ）アンテナ）などを含む、１つまたは複数の外部アンテ
ナ、および／またはＵＥ３００Ｂの外部ケーシングに組み込まれた１つまたは複数の集積
アンテナを含むことができる。
【００５２】
　[0067]ＵＥ３００Ａおよび３００ＢなどのＵＥの内部構成要素は異なるハードウェア構
成で実施され得るが、内部ハードウェア構成要素のための基本ハイレベルＵＥ構成が図３
にプラットフォーム３０２として示されている。プラットフォーム３０２は、コアネット
ワーク１４０、インターネット１７５ならびに／または他のリモートサーバおよびネット
ワーク（たとえば、アプリケーションサーバ１７０、ウェブＵＲＬなど）から最終的に来
ることがある、ＲＡＮ１２０から送信されたソフトウェアアプリケーション、データおよ
び／またはコマンドを受信し、実行することができる。プラットフォーム３０２はまた、
ＲＡＮインタラクションなしに、ローカルに記憶されたアプリケーションを独立して実行
することができる。プラットフォーム３０２は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）３０
８、または他のプロセッサ、マイクロプロセッサ、論理回路、または他のデータ処理デバ
イスに動作可能に結合された、トランシーバ３０６を含むことができる。ＡＳＩＣ３０８
または他のプロセッサは、ワイヤレスデバイスのメモリ３１２中の任意の常駐プログラム
とインターフェースするアプリケーションプログラミングインターフェース（ＡＰＩ）３
１０レイヤを実行する。メモリ３１２は、読取り専用メモリまたはランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭおよびＲＯＭ）、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、フラッシュカード、またはコン
ピュータプラットフォームに共通の任意のメモリから構成され得る。プラットフォーム３
０２は、メモリ３１２中でアクティブに使用されないアプリケーション、ならびに他のデ
ータを記憶することができる、ローカルデータベース３１４をも含むことができる。ロー
カルデータベース３１４は、一般にフラッシュメモリセルであるが、磁気媒体、ＥＥＰＲ
ＯＭ、光媒体、テープ、ソフトまたはハードディスクなど、当技術分野で知られている任
意の二次記憶デバイスであり得る。
【００５３】
　[0068]したがって、本発明の一実施形態は、本明細書で説明する機能を実施する能力を
含むＵＥ（たとえば、ＵＥ３００Ａ、３００Ｂなど）を含むことができる。当業者によっ



(19) JP 6125639 B2 2017.5.10

10

20

30

40

50

て諒解されるように、本明細書で開示する機能を達成するために、様々な論理要素は、個
別要素、プロセッサ上で実行されるソフトウェアモジュール、またはソフトウェアとハー
ドウェアとの任意の組合せで実施され得る。たとえば、ＡＳＩＣ３０８、メモリ３１２、
ＡＰＩ３１０およびローカルデータベース３１４は、すべて、本明細書で開示する様々な
機能をロードし、記憶し、実行するために、協働的に使用され得、したがって、これらの
機能を実施するための論理は様々な要素に分散され得る。代替的に、機能は１つの個別構
成要素に組み込まれ得る。したがって、図３におけるＵＥ３００Ａおよび３００Ｂの特徴
は例示的なものにすぎないと見なされるべきであり、本発明は例示された特徴または構成
に限定されない。
【００５４】
　[0069]ＵＥ３００Ａおよび／または３００ＢとＲＡＮ１２０との間のワイヤレス通信は
、ＣＤＭＡ、Ｗ－ＣＤＭＡ、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭ
Ａ）、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、ＧＳＭ、あるいはワイヤレス通信ネットワーク
またはデータ通信ネットワークにおいて使用され得る他のプロトコルなど、様々な技術に
基づき得る。上記で説明したように、および当技術分野で知られているように、ボイス送
信および／またはデータは、様々なネットワークおよび構成を使用してＲＡＮからＵＥに
送信され得る。したがって、本明細書で提供する例示は、本発明の実施形態を限定するも
のではなく、本発明の実施形態の態様の説明を助けるものにすぎない。
【００５５】
　[0070]図４に、機能を実施するように構成された論理を含む通信デバイス４００を示す
。通信デバイス４００は、限定はしないが、ＵＥ３００Ａまたは３００Ｂ、ＲＡＮ１２０
の任意の構成要素（たとえば、ＢＳ２００Ａ～２１０Ａ、ＢＳＣ２１５Ａ、ノードＢ２０
０Ｂ～２１０Ｂ、ＲＮＣ２１５Ｂ、ｅノードＢ２００Ｄ～２１０Ｄなど）、コアネットワ
ーク１４０の任意の構成要素（たとえば、ＰＣＦ２２０Ａ、ＰＤＳＮ２２５Ａ、ＳＧＳＮ
２２０Ｂ、ＧＧＳＮ２２５Ｂ、ＭＭＥ２１５Ｄまたは２２０Ｄ、ＨＳＳ２２５Ｄ、Ｓ－Ｇ
Ｗ２３０Ｄ、Ｐ－ＧＷ２３５Ｄ、ＰＣＲＦ２４０Ｄ）、コアネットワーク１４０および／
またはインターネット１７５と結合された任意の構成要素（たとえば、アプリケーション
サーバ１７０）などを含む、上述の通信デバイスのいずれかに対応することができる。し
たがって、通信デバイス４００は、図１のワイヤレス通信システム１００を介して１つま
たは複数の他のエンティティと通信する（またはそれらとの通信を容易にする）ように構
成された任意の電子デバイスに対応することができる。　
　図４を参照すると、通信デバイス４００は、情報を受信および／または送信するように
構成された論理４０５を含む。一例では、通信デバイス４００がワイヤレス通信デバイス
（たとえば、ＵＥ３００Ａまたは３００Ｂ、ＢＳ２００～Ａ２１０Ａのうちの１つ、ノー
ドＢ２００Ｂ～２１０Ｂのうちの１つ、ｅノードＢ２００Ｄ～２１０Ｄのうちの１つなど
）に対応する場合、情報を受信および／または送信するように構成された論理４０５は、
ワイヤレストランシーバおよび関連するハードウェア（たとえば、ＲＦアンテナ、モデム
、変調器および／または復調器など）などのワイヤレス通信インターフェース（たとえば
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷｉＦｉ、２Ｇ、ＣＤＭＡ、Ｗ－ＣＤＭＡ、３Ｇ、
４Ｇ、ＬＴＥなど）を含むことができる。通信デバイス４００がワイヤレス通信デバイス
に対応する場合には、情報を受信および／または送信するように構成された論理４０５は
、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスおよび少なくとも１つの低優先順位ア
クセス禁止クラスを受信するように構成された論理、および／またはアクセス禁止メッセ
ージを受信するように構成された論理を含む。別の例では、情報を受信および／または送
信するように構成された論理４０５は、ワイヤード通信インターフェース（たとえば、シ
リアル接続、ＵＳＢまたはファイアワイヤ接続、インターネット１７５がそれを通してア
クセスされ得るイーサネット接続など）に対応することができる。したがって、通信デバ
イス４００が、何らかのタイプのネットワークベースのサーバ（たとえば、ＰＤＳＮ、Ｓ
ＧＳＮ、ＧＧＳＮ、Ｓ－ＧＷ、Ｐ－ＧＷ、ＭＭＥ、ＨＳＳ、ＰＣＲＦ、アプリケーション
サーバ１７０など）に対応する場合、情報を受信および／または送信するように構成され
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た論理４０５は、一例では、イーサネットプロトコルを介してネットワークベースのサー
バを他の通信エンティティに接続するイーサネットカードに対応することができる。通信
装置４００がネットワークベースのサーバに対応する場合には、情報を受信および／また
は送信するように構成された論理４０５は、クライアントデバイスのグループの間の高優
先順位呼のための呼要求を受信するように構成される論理、呼要求を受信することに応じ
てアクセス禁止メッセージを送信するようにそれに命令するネットワークに通知を送信す
るように構成される論理、ここにおいて、クライアントデバイスのグループのうちの１つ
または複数のメンバは、アクセス禁止メッセージを受信することに応じて高優先順位アク
セスクラスに切り替える、および／または通知を送信した後で、非優先順位呼要求のため
の呼アナウンスメントを抑圧するように構成された論理を含む。さらなる一例では、情報
を受信および／または送信するように構成された論理４０５は、通信デバイス４００がそ
れのローカル環境をそれによってモニタすることができる知覚または測定ハードウェア（
たとえば、加速度計、温度センサー、光センサー、ローカルＲＦ信号をモニタするための
アンテナなど）を含むことができる。情報を受信および／または送信するように構成され
た論理４０５はまた、実行されたとき、情報を受信および／または送信するように構成さ
れた論理４０５の関連するハードウェアがそれの（１つまたは複数の）受信および／また
は送信機能を実施できるようにする、ソフトウェアを含むことができる。しかしながら、
情報を受信および／または送信するように構成された論理４０５は、ソフトウェアのみに
対応せず、情報を受信および／または送信するように構成された論理４０５は、それの機
能を達成するために少なくとも部分的にハードウェアに依拠する。しかしながら、受信お
よび／または送信情報４０５に対して構成された論理は、ソフトウェアに単独で対応しな
い。また、受信および／または送信情報４０５に対して構成された論理は、その機能性を
達成するためにハードウェアに少なくとも一部分依存する。
【００５６】
　[0071]図４を参照すると、通信デバイス４００は、情報を処理するように構成された論
理４１０をさらに含む。一例では、情報を処理するように構成された論理４１０は、少な
くともプロセッサを含むことができる。情報を処理するように構成された論理４１０によ
って実施され得るタイプの処理の例示的な実装形態は、限定はしないが、決定を行うこと
、接続を確立すること、異なる情報オプション間で選択を行うこと、データに関係する評
価を行うこと、測定演算を実施するために通信デバイス４００に結合されたセンサーと対
話すること、情報をあるフォーマットから別のフォーマットに（たとえば、．ｗｍｖから
．ａｖｉへなど、異なるプロトコル間で）変換することなどを含む。例えば、通信装置４
００がワイヤレス通信デバイスに対応する場合には、情報を処理するように構成された論
理４１０は、アクセス禁止メッセージを受信することに応じて高優先順位アクセス禁止ク
ラスに切り替えるように構成された論理および／または低優先順位アクセス禁止クラスに
切り替えるように構成された論理を含むことができる。通信デバイス４００がネットワー
クベースのサーバのあるタイプに対応する場合には、情報を処理するように構成された論
理４１０は、通知を送信した後に非優先順位呼要求のための呼アナウンスメントを抑圧す
るように構成された論理を含むことができる。情報を処理するように構成された論理４１
０中に含まれるプロセッサは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、Ａ
ＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル
論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、あるい
は本明細書で説明する機能を実施するように設計されたそれらの任意の組合せに対応する
ことができる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセ
ッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機
械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、Ｄ
ＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携す
る１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成として実装
され得る。情報を処理するように構成された論理４１０はまた、実行されたとき、情報を
処理するように構成された論理４１０の関連するハードウェアがそれの（１つまたは複数
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の）処理機能を実施できるようにする、ソフトウェアを含むことができる。しかしながら
、情報を処理するように構成された論理４１０は、ソフトウェアのみに対応せず、情報を
処理するように構成された論理４１０は、それの機能を達成するために少なくとも部分的
にハードウェアに依拠する。
【００５７】
　[0072]図４を参照すると、通信デバイス４００は、情報を記憶するように構成された論
理４１５をさらに含む。一例では、情報を記憶するように構成された論理４１５は、少な
くとも非一時的メモリおよび関連するハードウェア（たとえば、メモリコントローラなど
）を含むことができる。たとえば、情報を記憶するように構成された論理４１５中に含ま
れる非一時的メモリは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメ
モリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－
ＲＯＭ、または当技術分野で既知の任意の他の形態の記憶媒体に対応することができる。
情報を記憶するように構成された論理４１５はまた、実行されたとき、情報を記憶するよ
うに構成された論理４１５の関連するハードウェアがそれの（１つまたは複数の）記憶機
能を実施できるようにする、ソフトウェアを含むことができる。しかしながら、情報を記
憶するように構成された論理４１５は、ソフトウェアのみに対応せず、情報を記憶するよ
うに構成された論理４１５は、それの機能を達成するために少なくとも部分的にハードウ
ェアに依拠する。
【００５８】
　[0073]図４を参照すると、通信デバイス４００は、オプションとして、情報を提示する
ように構成された論理４２０をさらに含む。一例では、情報を提示するように構成された
論理４２０は、少なくとも出力デバイスおよび関連するハードウェアを含むことができる
。たとえば、出力デバイスは、ビデオ出力デバイス（たとえば、ディスプレイスクリーン
、ＵＳＢ、ＨＤＭＩ（登録商標）など、ビデオ情報を搬送することができるポートなど）
、オーディオ出力デバイス（たとえば、スピーカー、マイクロフォンジャック、ＵＳＢ、
ＨＤＭＩなど、オーディオ情報を搬送することができるポートなど）、振動デバイス、お
よび／あるいは情報がそれによって出力のためにフォーマットされるか、または通信デバ
イス４００のユーザもしくはオペレータによって実際に出力され得る、任意の他のデバイ
スを含むことができる。たとえば、通信デバイス４００が、図３に示されているようなＵ
Ｅ３００ＡまたはＵＥ３００Ｂに対応する場合、情報を提示するように構成された論理４
２０は、ＵＥ３００Ａのディスプレイ３１０ＡまたはＵＥ３００Ｂのタッチスクリーンデ
ィスプレイ３０５Ｂを含むことができる。さらなる一例では、情報を提示するように構成
された論理４２０は、ローカルユーザを有しないネットワーク通信デバイス（たとえば、
ネットワークスイッチまたはルータ、リモートサーバなど）など、いくつかの通信デバイ
スでは省略されることがある。情報を提示するように構成された論理４２０はまた、実行
されたとき、情報を提示するように構成された論理４２０の関連するハードウェアがそれ
の（１つまたは複数の）提示機能を実施できるようにする、ソフトウェアを含むことがで
きる。ただし、情報を提示するように構成された論理４２０は、ソフトウェアのみに対応
せず、情報を提示するように構成された論理４２０は、それの機能を達成するために少な
くとも部分的にハードウェアに依拠する。
【００５９】
　[0074]図４を参照すると、通信デバイス４００は、オプションとして、ローカルユーザ
入力を受信するように構成された論理４２５をさらに含む。一例では、ローカルユーザ入
力を受信するように構成された論理４２５は、少なくともユーザ入力デバイスおよび関連
するハードウェアを含むことができる。たとえば、ユーザ入力デバイスは、ボタン、タッ
チスクリーンディスプレイ、キーボード、カメラ、オーディオ入力デバイス（たとえば、
マイクロフォン、またはマイクロフォンジャックなど、オーディオ情報を搬送することが
できるポートなど）、および／または情報がそれによって通信デバイス４００のユーザも
しくはオペレータから受信され得る任意の他のデバイスを含むことができる。たとえば、
通信デバイス４００が、図３に示されているようなＵＥ３００ＡまたはＵＥ３００Ｂに対
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応する場合、ローカルユーザ入力を受信するように構成された論理４２５は、キーパッド
３２０Ａ、ボタン３１５Ａまたは３１０Ｂ～３２５Ｂのいずれか、タッチスクリーンディ
スプレイ３０５Ｂなどを含むことができる。さらなる一例では、ローカルユーザ入力を受
信するように構成された論理４２５は、ローカルユーザを有しないネットワーク通信デバ
イス（たとえば、ネットワークスイッチまたはルータ、リモートサーバなど）など、いく
つかの通信デバイスでは省略されることがある。ローカルユーザ入力を受信するように構
成された論理４２５はまた、実行されたとき、ローカルユーザ入力を受信するように構成
された論理４２５の関連するハードウェアがそれの（１つまたは複数の）入力受信機能を
実施できるようにする、ソフトウェアを含むことができる。しかしながら、ローカルユー
ザ入力を受信するように構成された論理４２５は、ソフトウェアのみに対応せず、ローカ
ルユーザ入力を受信するように構成された論理４２５は、それの機能を達成するために少
なくとも部分的にハードウェアに依拠する。
【００６０】
　[0075]図４を参照すると、４０５～４２５の構成された論理は、図４では別個のまたは
異なるブロックとして示されているが、それぞれの構成された論理がそれの機能をそれに
よって実施する、ハードウェアおよび／またはソフトウェアは、部分的に重複することが
あることを諒解されよう。たとえば、４０５～４２５の構成された論理の機能を可能にす
るために使用される任意のソフトウェアは、情報を記憶するように構成された論理４１５
に関連する非一時的メモリに記憶され得、それにより、４０５～４２５の構成された論理
はそれぞれ、情報を記憶するように構成された論理４１５によって記憶されたソフトウェ
アの動作に部分的に基づいてそれらの機能（すなわち、この場合はソフトウェア実行）を
実施する。同様に、構成された論理のうちの１つに直接関連するハードウェアを時々、他
の構成された論理が借りること、または使用することができる。たとえば、情報を処理す
るように構成された論理４１０のプロセッサはデータを、情報を受信および／または送信
するように構成された論理４０５によって送信される前に、適切なフォーマットにフォー
マットすることができ、それにより、情報を受信および／または送信するように構成され
た論理４０５は、情報を処理するように構成された論理４１０に関連するハードウェア（
すなわち、プロセッサ）の動作に部分的に基づいてそれの機能（すなわち、この場合はデ
ータの送信）を実施する。
【００６１】
　[0076]概して、明示的に別段に記載されていない限り、本開示全体にわたって使用する
「ように構成された論理」という句は、少なくとも部分的にハードウェアを用いて実装さ
れる実施形態を実施するものであり、ハードウェアから独立しているソフトウェア専用実
装形態にマッピングするものではない。また、様々なブロックにおける構成された論理ま
たは「ように構成された論理」は、特定の論理ゲートまたは要素に限定されず、概して、
（ハードウェアまたはハードウェアとソフトウェアの組合せのいずれかを介して）本明細
書で説明する機能を実施する能力を指すことを諒解されよう。したがって、様々なブロッ
クに示されているように構成された論理または「ように構成された論理」は、「論理」と
いう単語を共有するにもかかわらず、必ずしも論理ゲートまたは論理要素として実装され
るとは限らない。様々なブロック中の論理間の他のインタラクションまたは協働が、以下
でより詳細に説明する実施形態の検討から当業者に明らかになろう。
【００６２】
　[0077]様々な実施例は、図５に示されるサーバ５００のような、さまざまな市販のサー
バデバイスのうちの任意のもの上で実装されうる。一例では、サーバ５００は、以上で説
明したアプリケーションサーバ１７０のうちの１つの例示の構成に対応しうる。図５では
、サーバ５００は、揮発性メモリ５０２とディスクドライブ５０３のような、大容量不揮
発性メモリに結合されるプロセッサ５０１を含む。サーバ５００はさらに、プロセッサに
結合される、フロッピー（登録商標）ディスクドライブ、コンパクトディスク（ＣＤ）ま
たはＤＶＤディスクドライブ５０６を含みうる。サーバ５００はまた、他のブロードキャ
ストシステムコンピュータまたはインターネットに結合されるローカルエリアネットワー
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クのような、ネットワーク５０７とのデータ通信を確立するためのプロセッサ５０１に結
合されたネットワークアクセスポート５０４を含みうる。図４と共にコンテキストでは、
図５のサーバ５００が通信デバイス４００の１つの例示の実装を示し、それにより、情報
を送信および／または受信するように構成された論理４０５は、ネットワーク５０７と通
信するサーバ５００によって使用されるネットワークアクセスポイント５０４に対応し、
情報を処理するように構成される論理４１０は、プロセッサ５０１に対応し、情報を記憶
するように構成される論理４１５は、揮発性メモリ、ディスクドライブ５０３、および／
またはディスクドライブ５０６の任意の組み合わせに対応することを諒解することになる
。情報を表すように構成されたオプションの論理４２０およびローカルユーザ入力を受信
するように構成されたオプションの論理４２５は、図５に明示的に示されず、本明細書に
含まれうるまたは含まれえない。したがって、図５は、図３などで３０５Ａまたは３０５
ＢなどでのＵＥ実装に加えて、通信デバイス４００がサーバとして実装されうるデモンス
トレーションに役立つ。
【００６３】
　[0078]従来のネットワークアクセス優先順位では、デュアルアクセス優先順位を持つＵ
Ｅのためにより高いアクセス優順位を活用するには能力不足である。例えば、それは、労
働時間の間あるアクセス優先順位を有し、労働時間外の間別のアクセス優先順位を有する
ユーザのために望ましい。従来のネットワークアクセス優先順位ソリューションはさらに
、ユニキャスト呼のためのＵＥから生じるグループ優先順位を欠く。さらに、従来のソリ
ューションは、グループ呼の開始後のアクセス禁止を欠く。さらに、それらは、アクセス
禁止が実行される場合にセル中の非優先順位ユーザのためのページ／呼アナウンスメント
の抑圧を欠く。
【００６４】
　[0079]一例として、ユーザが勤務しておらず、勤務中と勤務中以外で同じデバイスを使
用する場合、パブリックセーフティのユーザが優先アクセスを獲得することを可能にする
ことは有益だろう。そのようなデバイスは、デュアルアクセスクラスを有する必要がある
だろう。第１の応答機およびパブリックセーフティのユーザのような、より高いアクセス
クラス内のＵＥのセットの中からターゲットにされたグループに対するアクセス禁止能力
を改善するために、通告されたグループに属するユーザのみがアクセスを実行することを
許容される。より高い優先順位を持つ呼発信者にターゲットエリア内でアクセス禁止を開
始ことを許容することはさらに有益だろう。高優先順位のＵＥのアクセスを改善するため
に、ターゲットエリア内の低優先順位のユーザのためのページ／呼アナウンスメントを低
減することはさらに有益だろう。
【００６５】
　[0080]図６は、開示の少なくとも１つの態様に従う高優先順位のユーザのためのアプリ
ケーションをセットアップするための例示のフローを説明する。６１０で、ＵＥの電源が
入れられる。次に、高優先順位のユーザのためのアプリケーションをセットアップするた
めに、２つの主要なステップがある。第１のステップは、無線アクセスクラス禁止を使用
する無線アクセス（つまり、特に輻輳のときに、システムへのアクセス）である。６２０
で、ＵＥは、最初の無線接続およびアタッチプロシージャを実行する。これは、ネットワ
ークへのＬＴＥ無線承認制御（ＲＡＣ）無線アクセスクラス（０－１５）およびデフォル
ト無保証ビットレート（Ｎ－ＧＢＲ）トラフィックベアラを含む。
【００６６】
　[0081]第２のステップは、ＱｏＳクラス識別子（ＱＣＩ）と、優先順位の割り振りおよ
び保持（ＡＲＰ：allocation and retention priority）を使用するアプリケーション指
向のトラフィックベアラ（つまり、パケット優先順位割り振り）の確立である。６３０で
、ＵＥは、アプリケーションのための専用トラフィックベアラを要求する。これは、１が
最上位である、１乃至９を有する、ＱＣＩ（つまり１乃至９ＧＢＲおよびＮ－ＧＢＲ）の
ような、ＱｏＳ優先順位メカニズムとＧＢＲまたはＮ－ＢＧＲとを含む。これはさらに、
１が最上位である、１から１５の値を有するＡＲＰの優先順位を含む。ＡＲＰはさらに、
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先取権能力（はい／いいえ）および先取権脆弱性（はい／いいえ）を示す。
【００６７】
　[0082]６４０で、トラフィックベアラは、ネットワークによって確立される。
【００６８】
　[0083]図７は、開示の少なくとも１つの態様に従うパブリックセーフティのユーザのた
めの例示的なＬＴＥ無線接続およびアタッチプロシージャを説明する。７１０で、高優先
順位パブリックセーフティのＵＥは、すべてのネットワーク動作上のシナリオ中でそれら
のネットワークアクセスを許容する最上位の優先順位クラスで供給される。７２０で、商
業用ＵＥのような、低優先順位のＵＥは、低い優先順位のアクセスクラスで供給され、ア
クセスクラス設定に基づいてアクセスが禁止されることになる。７３０で、輻輳したネッ
トワーク条件の下で、またはトリガされた場合、低優先順位のＵＥのためのアクセス要求
は、抑えられる。７４０で、低優先順位のＵＥは、ＳＩＢ２メッセージ中の禁止要因パラ
メータ（Barring Factor Parameter）を復号し、アクセス要求を送信させないようにされ
る。７５０で、高優先順位のパブリックセーフティＵＥは、低優先順位のＵＥによってブ
ロックされない。
【００６９】
　[0084]しかしながら、高優先順位のユーザは、常に、高優順位アクセスを必要としえな
いおよび／または高優先順位アクセスで供給されるべきではない。例えば、パブリックセ
ーフティのユーザは、勤務時間のとき、高優先順位アクセスを必要とする一方、勤務時間
外のとき、必ずしも高優先順位アクセスを必要としない。従来的には、アクセス禁止条件
の間に勤務時間外のとき、そのようなデバイスも優先アクセスを獲得するが、それは、望
ましくない。
【００７０】
　[0085]従って、実施例は、デュアルアクセス優先順位を持つＵＥを提供する。具体的に
は、（ユニバーサルＩＣカード（ＵＩＣＣ：universal integrated circuit card）を身
に着ける）ＵＥは、２つのアクセスクラス、高優先順位アクセスクラスと低優先順位アク
セスクラスで供給されることができる。例えば、パブリックセーフティのユーザは、勤務
時間であるとき、アクセスクラス１５のような高優先順位アクセスクラスで供給され、勤
務時間外であるとき、アクセスクラス２のような、低優先順位アクセスクラスで供給され
ることができる。ネットワークは、ＳＩＢ２メッセージ中でアクセス禁止情報を送り、Ｕ
Ｅは、ＳＩＢ２メッセージ受信に基づいてアクセス禁止を実行する。ユーザがパブリック
セーフティサービスのための勤務時間であるときのような、ユーザが高優先順位を要求す
るときにのみ、ＵＥは、より高いアクセスクラスを使用する。勤務時間外のすべての時間
対して、デバイスは、より低いアクセスクラスのみを使用する。
【００７１】
　[0086]パブリックセーフティのユーザが発する呼のような、ＵＥから生じる呼に対して
、ＵＥは、アクセスプロシージャを実行するために割り当てられた最上位のアクセス順位
を使用する。ＵＥはさらに、呼が高優先順位呼あり、関係者が所定の地理的ロケーション
中でアクセス順位を与えられなければならないことを、アプリケーションレイヤで呼シグ
ナリングメッセージを使用してアプリケーションサーバに通知する。
【００７２】
　[0087]呼の終了したモバイルに対して、呼シグナリングの受信時に、アプリケーション
サーバ１７０は、無線アクセス禁止を強制するように所定の地理的ロケーション中でＳＩ
Ｂ２メッセージを更新するために、図２Ｄにおけるコアネットワーク１４０のようなＬＴ
Ｅインフラストラクチャにコンタクトする。一旦アクセス禁止がＳＩＢ２メッセージ中で
ブロードキャストされると、より高いアクセスクラスを持つＵＥが優先アクセスを受ける
。デュアルアクセスクラスを持つＵＥ、例えば、勤務時間外のパブリックセーフティのユ
ーザに対して、ＵＥは、ＳＢＩ２メッセージ上で、より低い優先順位アクセス（例えば、
アクセスクラス２を持つ「商業用」）からにより高いアクセスクラス（例えば、アクセス
クラス１１）に切り替える。ＵＥがグループの一員である場合、ＵＥは、ページ／呼アナ
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ウンスメントを受信し、ネットワークにアクセスすることができる。
【００７３】
　[0088]ページ／呼アナウンスメント抑制のために、アクセス禁止が地理的ロケーション
に適用されるとき、ロケーションをサービスするＭＭＥは、高優先順位呼のアクセスクラ
スより低いアクセスクラスを有するＵＥのためのＵＥエージ／呼アナウンスメントを抑制
することになる。
【００７４】
　[0089]図８は、開示の態様に従うグループ優先順位ベースのアクセス禁止のための例示
的なフローを説明する。８０５で、ＵＥ、つまりＡｐｐ＊クライアント８００Ａ、ＵＥ　
１．．．ｎ　８００Ｂ、およびＵＥｘ　８００Ｃは、ＬＴＥアクセス禁止クラスで供給さ
れる。用語「ＡＰＰ＊」は、高優先順位ＧＢＲアプリケーションを示し、それは、その通
信セッションをサポートするための関連するＥＰＳメディアベアラ上のＧＢＲ　ＱｏＳを
要求し、ＬＴＥコアネットワーク１４０のコンポーネントのような、外部デバイスにＡｐ
ｐ＊を明確に識別するように構成される、専用アクセスポイントネーム（ＡＰＮ）を使用
する任意のアプリケーションである。
【００７５】
　[0090]８１０で、優先順位グループがアクティブでない、またはアクセス禁止が要請さ
れない場合、ＳＩＢ２メッセージは、アクセス禁止を示さず、通常動作が続く。８１５で
、高優先順位アクセスクラスおよび通常／低優先順位アクセスクラスを有する、つまりデ
ュアル優先順位を有する、ＵＥｘ　８００Ｃは、低優先順位呼、つまり、１０より低いア
クセスプロシージャのためのアクセスクラスを持つ呼を完了する。ＵＥｘ　８００Ｃのユ
ーザは、勤務時間外のパブリックセーフティのオフィサーであり、ユーザが勤務時間外で
あるので、ＵＥｘ　８００Ｃは、通常／低優先順位アクセスクラスモードにいる。
【００７６】
　[0091]８２０で、ＵＥ１．．．ｎ　８００Ｂとして表わされるデュアル優先順位ユーザ
の通信グループは、時刻、ネットワークイベント、および／またはユーザアクションのい
ずれかに基づいて、それらをより低いアクセスクラスに切り替える。例えば、ＵＥ１．．
．ｎ　８００Ｂがパブリックセーフティのオフィサーである場合、ＵＥ１．．．ｎ　８０
０Ｂは、ユーザが勤務時間外になるときにそれらをより低いアクセスクラスに切り替えう
る。この切り替えは、ユーザのシフトの終了に対応する時刻またはマニュアルの優先順位
モード選択のようなユーザインタラクションの指示に基づきうる。
【００７７】
　[0092]８２５で、Ａｐｐ＊クライアント８００Ａは、ＵＥ１．．．ｎ　８００Ｂとして
表わされる通信グループに対して高優先順位呼を開始し、呼が高優先順位アクセスを要求
することを示す、アプリケーションサーバ１７０に呼要求を送信する。８３０で、アプリ
ケーションサーバ１７０は、高優先順位呼要求を受信する。優先順位ポリシーに基づいて
、アプリケーションサーバ１７０は、呼が優先アクセスを要求することを決定し、アクセ
ス禁止を持つＳＩＢ２メッセージを通告するために、ＵＥ８００Ａ－Ｃ、つまり、ユニキ
ャストネットワーク１４０ａおよび１４０ｂに関連するコアネットワークに通知する。代
替として、ＳＩＢ２メッセージはさらに、グループ識別情報を含むことができる。それに
応じて、ユニキャストネットワーク１４０ａおよび１４０ｂは、ＵＥ８００Ａ－Ｃにアク
セス禁止ＳＩＢ２メッセージを送信する。
【００７８】
　[0093]８３５Ａで、アプリケーションサーバ１７０は、非優先順位呼アナウンスメント
を抑制する。８３５Ｂで、アプリケーションサーバ１７０からの通知を受信することに応
じて、ユニキャストネットワーク１４０ｂはさらに、８３５Ａで非優先順位呼アナウンス
メントを抑制するアプリケーションサーバとは独立に、非優先順位呼アナウンスメントを
抑制する。８４０で、ユニキャストネットワーク１４０ｂからの更新されたＳＩＢ２メッ
セージを受信することに応じて、デュアル優先順位のＵＥ１．．．ｎ　８００Ｂは、それ
らの最上位の利用可能な優先順位アクセスクラスに切り替える。８４５で、ＵＥｘ　８０
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０Ｃのような、低優先順位のＵＥまたは高優先順位のメンバでないＵＥは、ＳＩＢ２メッ
セージを受信することに応じてアクセス禁止を実行する。
【００７９】
　[0094]８５０で、Ａｐｐ＊クライアント８００Ａは、高優先順位呼のメンバであるかど
うか決定する。８５５で、アプリケーションサーバ１７０は、ＵＥｓ１．．．ｎ　８００
Ｂの通信グループに呼アナウンスメントを送る。８６０で、デュアル優先順位のＵＥｓ１
．．．ｎ　８００Ｂが、高優先順位呼の優先順位クラスと少なくとも同じ高さの優先順位
クラスを有するおよび／またはそれらが高優先順位グループのメンバであるので、それら
は、ネットワークにアクセスすることを許可される。
【００８０】
　[0095]８６５で、呼は、Ａｐｐ＊クライアント８００ＡとＵＥｓ１．．．ｎ　８００Ｂ
との間で接続される。８７０で、呼は、完了し、終了される。８７５で、アプリケーショ
ンサーバ１７０は、アクセス禁止を終了するために、ユニキャストネットワーク１４０ａ
および１４０ｂに通知する。これを受けて、ユニキャストネットワーク１４０ａおよび１
４０ｂは、更新されたＳＩＢ２メッセージを送信する。８８０Ａで、アプリケーションサ
ーバ１７０は、呼アナウンスメントを抑制することを停止し、８８０Ｂで、ユニキャスト
ネットワーク１４０ｂはさらに、アプリケーションサーバ１７０とは独立に、呼アナウン
スメントを抑制することを停止する。８８５で、ＵＥｘ　８００Ｃは、再びネットワーク
にアクセスすることを許容される。
【００８１】
　[0096]図９は、デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための例
示的なフローを説明する。図９で説明されるフローは、ＵＥ３００Ａ、３００Ｂ、４００
、８００Ａ、８００Ｂ、または８００Ｃのようなクライアントデバイス／ＵＥによって実
行されうる。
【００８２】
　[0097]９１０で、クライアントデバイスは、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止
クラスと少なくとも１つの低優先順位アクセス禁止クラスとを受信する。高優先順位アク
セス禁止クラスおよび低優先順位禁止クラスは、アプリケーションサーバ１７０のような
、サーバ、ＲＡＮ１２０のような、ＲＡＮ、コアネットワーク１４０のような、ネットワ
ーク、ネットワーク管理者、クライアントデバイスの製造業者、またはそれらと同様なも
のによって供給されうる。９２０で、クライアントデバイスは、低優先順位アクセス禁止
クラスに切り替える。クライアントデバイスは、時刻、ネットワークイベント、および／
またはユーザアクションに基づいて低優先順位禁止クラスに切り替える。
【００８３】
　[0098]９３０で、クライアントデバイスは、アクセス禁止メッセージを受信する。アプ
リケーションサーバ１７０のような、サーバは、高優先順位呼要求を受信することに応じ
てアクセス禁止メッセージを送信するために、それに／それらに命令する、図８のユニキ
ャストネットワーク１４０ａおよび／または１４０ｂのような、ネットワークに通知を送
信する。アクセス禁止メッセージは、ネットワークにアクセスすることを許容されるクラ
イアントデバイスのグループを示すビットマスクでありうる。アクセス禁止メッセージは
、ＳＩＢ２メッセージでありうる。通知を送信した後に、サーバは、非優先順位呼要求の
ための呼アナウンスメントを抑制する。通知を受信した後に、ネットワークは、非優先順
位呼要求のための呼アナウンスメントを抑制する。ネットワークは、ユニキャストネット
ワークでありうる。
【００８４】
　[0099]９４０で、メッセージ禁止メッセージを受信することに応じて、クライアントデ
バイスは、高優先順位アクセス禁止クラスに切り替える。クライアントデバイスがその高
優先順位アクセス禁止クラスに切り替えるが、アクセス禁止メッセージがクライアントデ
バイスの高優先順位アクセス禁止クラスより高いアクセス禁止クラスを示す場合、ネット
ワークにアクセスすることができない。９５０で、クライアントデバイスは、クライアン
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トデバイスの高優先順位グループの間のグループ呼のための呼アナウンスメントを受信す
る。クライアントデバイスがグループ呼の一部でないことがあるので、ブロック９５０は
、オプションである。
【００８５】
　[00100]９６０で、クライアントデバイスは、グループ呼の終了後に低優先アクセス禁
止クラスに切り替える。サーバは、クライアントデバイスの高優先順位グループの間のグ
ループ呼の終了に応じてアクセス禁止を終了するために、それに命令するネットワークに
通知を送信しうる。サーバは、通知を送信した後に非優先順位呼要求のための呼アナウン
スメントを抑制することを停止しうる。ネットワークは、通知を受信した後に非優先順位
呼要求のための呼アナウンスメントを抑制することを停止しうる。
【００８６】
　[00101]図１０は、デュアルアクセスバリアクラスを用いて優先アクセスを決定するた
めの例示的なフローを説明する。図１０のフローは、アプリケーションサーバ１７０のよ
うな、サーバによって実行されうる。
【００８７】
　[00102]１０１０で、サーバは、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスと少
なくとも１つの低優先順位禁止クラスとを複数のクライアントデバイスに供給する。アク
セス禁止クラスがＲＡＮ１２０のような、ＲＡＮ、コアネットワーク１４０のような、ネ
ットワーク、ネットワーク管理者、クライアントデバイスの製造業者、等によって代替的
に供給されるので、ブロック１０１０は、オプションである。複数のクライアントデバイ
スは、供給することに応じて低優先順位アクセス禁止クラスに切り替えうる。複数のクラ
イアントデバイスは、時刻、ネットワークイベント、および／またはユーザアクションに
基づいて低優先順位アクセス禁止クラスに切り替えうる。
【００８８】
　[00103]１０２０で、サーバは、クライアントのグループの間の高優先順位呼のための
呼要求を受信する。
【００８９】
　[00104]１０３０で、呼要求を受信することに応じて、サーバは、アクセス禁止メッセ
ージを送信するためにそれに命令するネットワークに通知を送信する。ここで、クライア
ントデバイスのグループのうちの１つまたは複数のメンバは、アクセス禁止メッセージを
受信することに応じて高優先順位アクセスクラスに切り替えうる。アクセス禁止メッセー
ジは、クライアントデバイスのグループがネットワークにアクセスすることを許容される
ことを示すビットマスクを備える。ネットワークは、通知を受信した後に、非優先順位呼
要求のための呼アナウンスメントを抑制する。ネットワークは、図８のユニキャストネッ
トワーク１４０ａまたは１４０ｂのような、ユニキャストネットワークでありうる。アク
セス禁止メッセージは、クライアントデバイスのグループがネットワークにアクセスする
ことを許容されることを示すビットマスクでありうる。アクセス禁止メッセージは、シス
テム情報ブロックタイプ２（ＳＩＢ）メッセージでありうる。
【００９０】
　[00105]１０４０で、サーバは、通知を送信した後に非優先順位呼要求のための呼アナ
ウンスメントを抑制する。１０５０で、サーバは、高優先順位呼のための呼アナウンスメ
ントを送信する。１０６０で、サーバは、高優先順位要求の終了に応じてアクセス禁止を
終了するためにそれに命令するネットワークに通知を送信する。１０７０で、サーバは、
通知を送信した後に非優先順位呼要求のための呼アナウンスメントを抑制することを停止
する。ネットワークは、通知を受信した後に非優先順位呼要求のための呼アナウンスメン
トを抑制することを停止しうる。
【００９１】
　[00106]上記の実施形態について、主に、ＣＤＭＡ２０００ネットワークにおける１ｘ
ＥＶ－ＤＯアーキテクチャ、Ｗ－ＣＤＭＡまたはＵＭＴＳネットワークにおけるＧＰＲＳ
アーキテクチャおよび／あるいはＬＴＥベースのネットワークにおけるＥＰＳアーキテク
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チャに関して説明したが、他の実施形態が、他のタイプのネットワークアーキテクチャお
よび／またはプロトコルを対象とすることができることを諒解されよう。
【００９２】
　[00107]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得
ることを当業者は諒解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
磁波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによっ
て表され得る。
【００９３】
　[00108]さらに、本明細書で開示する実施形態に関して説明する様々な例示的な論理ブ
ロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピ
ュータソフトウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解され
よう。ハードウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構
成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれら
の機能に関して説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェ
アとして実装するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存
する。当業者は、説明する機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのよ
うな実装の判定は、本発明の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
【００９４】
　[00109]本明細書で開示する実施形態に関して説明する様々な例示的な論理ブロック、
モジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定
用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）ま
たは他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハード
ウェア構成要素、あるいは本明細書で説明する機能を実施するように設計されたそれらの
任意の組合せを用いて実装または実施され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサで
あり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティング
デバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロ
プロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意
の他のそのような構成として実装され得る。
【００９５】
　[00110]本明細書で開示する実施形態に関して説明する方法、シーケンスおよび／また
はアルゴリズムは、ハードウェアで直接実装されるか、プロセッサによって実行されるソ
フトウェアモジュールで実装されるか、またはそれらの２つの組合せで実装され得る。ソ
フトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭ
メモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ
－ＲＯＭ、または当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。
例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き
込むことができるように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサ
に一体化され得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユ
ーザ端末（たとえば、ＵＥ）中に常駐し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は
、ユーザ端末中に個別構成要素として常駐し得る。
【００９６】
　[00111]１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明した機能は、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェ
アで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可
読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピ
ュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にす
る任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コン
ピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例と
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して、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯ
Ｍまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージ
デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または
記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を
備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。た
とえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタ
ル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術
を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同
軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およ
びマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディ
スク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザ
ーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc
）（ＤＶＤ）、フロッピーディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク
（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc
）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範
囲内に含まれるべきである。
【００９７】
　[00112]上記の開示は本発明の例示的な実施形態を示しているが、添付の特許請求の範
囲によって規定される本発明の範囲から逸脱することなく、本明細書において様々な変更
および修正が行われ得ることに留意されたい。本明細書で説明した本発明の実施形態によ
る方法クレームの機能、ステップおよび／またはアクションは、特定の順序で実施されな
くてもよい。さらに、本発明の要素は、単数形で説明または請求されていることがあるが
、単数形に限定することが明示的に述べられていない限り、複数形が企図される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための方法であって、
　クライアントデバイスで、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスと少なくと
も１つの低優先順位アクセス禁止クラスを受信することと、
　前記低優先順位アクセス禁止クラスに切り替えることと、
　アクセス禁止メッセージを受信することと、
　前記アクセス禁止メッセージを受信することに応じて、前記高優先順位アクセス禁止ク
ラスに切り替えることと
を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記低優先順位アクセス禁止クラスに前記切り替えることは、時刻、ネットワークイベ
ント、および／またはアクションに基づく、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　サーバは、高優先順位呼要求を受信することに応じて前記アクセス禁止メッセージ送信
するために、それに命令するネットワークに通知を送信する、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記サーバは、前記通知を送信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメント
を抑制する、
［Ｃ３］に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記ネットワークは、前記通知を受信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンス
メントを抑制する、
［Ｃ３］に記載の方法。
　　［Ｃ６］
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　前記ネットワークは、ユニキャストネットワークを備える、
［Ｃ３］に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記アクセス禁止メッセージは、前記ネットワークにアクセスするために許容されるク
ライアントデバイスのグループを示すビットマスクを備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記アクセス禁止メッセージは、システム情報ブロックタイプ２（ＳＩＢ２）メッセー
ジを備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　クライアントデバイスの高優先順位の間のグループ呼のための呼アナウンスメント受信
することをさらに備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　サーバは、クライアントデバイスの高優先順位グループの間のグループ呼の終了に応じ
てアクセス禁止を終了するために、それに命令するネットワークに通知を送信する、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記サーバは、前記通知を送信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメント
を抑制することを停止する、
［Ｃ１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記ネットワークは、前記通知を受信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンス
メントを抑制することを停止する、
［Ｃ１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記グループ呼の終了の後で前記低優先順位アクセス禁止クラスに切り替える、
［Ｃ１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための方法であって、
　クライアントデバイスのグループの間の高優先順位呼のための呼要求を受信することと
、
　前記呼要求を受信することに応じてアクセス禁止メッセージを送信するためにそれに命
令するネットワークに通知を送信することと、ここにおいて、前記クライアントデバイス
のグループのうちの１つまたは複数のメンバは、前記アクセス禁止メッセージを受信する
ことに応じて高優先順位アクセスクラスに切り替える、
　前記通知を送信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメントを抑制すること
と
を備える、方法。
　　［Ｃ１５］
　前記アクセス禁止メッセージは、前記クライアントデバイスのグループが前記ネットワ
ークにアクセスすることを許容されることを示すビットマスクを備える、
［Ｃ１４］に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスおよび少なくとも１つの低優先順位ア
クセス禁止クラスを複数のクライアントデバイスに供給することをさらに備える、
［Ｃ１４］に記載の方法。
　　［Ｃ１７］
　前記複数のクライアントデバイスは、前記供給に応じて前記低優先順位アクセス禁止ク
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ラスに切り替える、
［Ｃ１６］に記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　前記低優先順位アクセス禁止クラスに前記切り替えることは、時刻、ネットワークイベ
ント、および／またはユーザアクションに基づく、
［Ｃ１７］に記載の方法。
　　［Ｃ１９］
　前記ネットワークは、前記通知を受信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンス
メントを抑制する、
［Ｃ１４］に記載の方法。
　　［Ｃ２０］
　前記ネットワークは、ユニキャストネットワークを備える、
［Ｃ１４］に記載の方法。
　　［Ｃ２１］
　前記アクセス禁止メッセージは、前記ネットワークにアクセスするために許容されるク
ライアントデバイスのグループを示すビットマスクを備える、
［Ｃ１４］に記載の方法。
　　［Ｃ２２］
　前記アクセス禁止メッセージは、システム情報ブロックタイプ２（ＳＩＢ２）メッセー
ジを備える、
［Ｃ１４］に記載の方法。
　　［Ｃ２３］
　前記高優先順位呼のための呼アナウンスメントを送信することをさらに備える、
［Ｃ１４］に記載の方法。
　　［Ｃ２４］
　前記高優先順位呼の終了に応じてアクセス禁止を終了するために、それに命令する前記
ネットワークに通知を送信することをさらに備える、
［Ｃ１４］に記載の方法。
　　［Ｃ２５］
　前記通知を送信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメントを前記抑制する
ことを停止することをさらに備える、
［Ｃ２４］に記載の方法。
　　［Ｃ２６］
　前記ネットワークは、前記通知を受信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンス
メントを抑制することを停止する、
［Ｃ２４］に記載の方法。
　　［Ｃ２７］
　デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための装置であって、
　クライアントデバイスで、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスと少なくと
も１つの低優先順位アクセス禁止クラスを受信するように構成された論理と、
　前記低優先順位アクセス禁止クラスに切り替えるように構成された論理と、
　アクセス禁止メッセージを受信するように構成された論理と、
　前記アクセス禁止メッセージを受信することに応じて、前記高優先順位アクセス禁止ク
ラスに切り替えるように構成された論理と
を備える、装置。
　　［Ｃ２８］
　前記低優先順位アクセス禁止クラスに前記切り替えることは、時刻、ネットワークイベ
ント、および／またはアクションに基づく、
［Ｃ２７］に記載の装置。
　　［Ｃ２９］
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　サーバは、高優先順位呼要求を受信することに応じて前記アクセス禁止メッセージ送信
するために、それに命令するネットワークに通知を送信する、
［Ｃ２７］に記載の装置。
　　［Ｃ３０］
　前記サーバは、前記通知を送信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメント
を抑制する、
［Ｃ２９］に記載の装置。
　　［Ｃ３１］
　前記ネットワークは、前記通知を受信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンス
メントを抑制する、
［Ｃ２９］に記載の装置。
　　［Ｃ３２］
　前記ネットワークは、ユニキャストネットワークを備える、
［Ｃ２９］に記載の装置。
　　［Ｃ３３］
　前記アクセス禁止メッセージは、前記ネットワークにアクセスするために許容されるク
ライアントデバイスのグループを示すビットマスクを備える、
［Ｃ２７］に記載の装置。
　　［Ｃ３４］
　前記アクセス禁止メッセージは、システム情報ブロックタイプ２（ＳＩＢ２）メッセー
ジを備える、
［Ｃ２７］に記載の装置。
　　［Ｃ３５］
　クライアントデバイスの高優先順位の間のグループ呼のための呼アナウンスメント受信
するように構成された論理をさらに備える、
［Ｃ２７］に記載の装置。
　　［Ｃ３６］
　サーバは、クライアントデバイスの高優先順位グループの間のグループ呼の終了に応じ
てアクセス禁止を終了するために、それに命令するネットワークに通知を送信する、
［Ｃ２７］に記載の装置。
　　［Ｃ３７］
　前記サーバは、前記通知を送信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメント
を抑制することを停止する、
［Ｃ３６］に記載の装置。
　　［Ｃ３８］
　前記ネットワークは、前記通知を受信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンス
メントを抑制することを停止する、
［Ｃ３６］に記載の装置。
　　［Ｃ３９］
　前記グループ呼の終了の後で前記低優先順位アクセス禁止クラスに切り替える、
［Ｃ３６］に記載の装置。
　　［Ｃ４０］
　デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先順位アクセスを決定するための装置であって
、
　クライアントデバイスのグループの間の高優先順位呼のための呼要求を受信するように
構成された論理と、
　前記呼要求を受信することに応じてアクセス禁止メッセージを送信するためにそれに命
令するネットワークに通知を送信するように構成された論理と、ここにおいて、前記クラ
イアントデバイスのグループのうちの１つまたは複数のメンバは、前記アクセス禁止メッ
セージを受信することに応じて高優先順位アクセスクラスに切り替える、
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　前記通知を送信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメントを抑制するよう
に構成された論理と
を備える、装置。
　　［Ｃ４１］
　前記アクセス禁止メッセージは、前記クライアントデバイスのグループが前記ネットワ
ークにアクセスすることを許容されることを示すビットマスクを備える、
［Ｃ４０］に記載の装置。
　　［Ｃ４２］
　少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスおよび少なくとも１つの低優先順位ア
クセス禁止クラスを複数のクライアントデバイスに供給するように構成された論理をさら
に備える、
［Ｃ４０］に記載の装置。
　　［Ｃ４３］
　前記複数のクライアントデバイスは、前記供給に応じて前記低優先順位アクセス禁止ク
ラスに切り替える、
［Ｃ４２］に記載の装置。
　　［Ｃ４４］
　前記低優先順位アクセス禁止クラスに前記切り替えることは、時刻、ネットワークイベ
ント、および／またはユーザアクションに基づく、
［Ｃ４３］に記載の装置。
　　［Ｃ４５］
　前記ネットワークは、前記通知を受信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンス
メントを抑制する、
［Ｃ４０］に記載の装置。
　　［Ｃ４６］
　前記ネットワークは、ユニキャストネットワークを備える、
［Ｃ４０］に記載の装置。
　　［Ｃ４７］
　前記アクセス禁止メッセージは、前記ネットワークにアクセスするために許容されるク
ライアントデバイスのグループを示すビットマスクを備える、
［Ｃ４０］に記載の装置。
　　［Ｃ４８］
　前記アクセス禁止メッセージは、システム情報ブロックタイプ２（ＳＩＢ２）メッセー
ジを備える、
［Ｃ４０］に記載の装置。
　　［Ｃ４９］
　前記高優先順位呼のための呼アナウンスメントを送信するように構成された論理をさら
に備える、
［Ｃ４０］に記載の装置。
　　［Ｃ５０］
　前記高優先順位呼の終了に応じてアクセス禁止を終了するために、それに命令する前記
ネットワークに通知を送信するように構成された論理をさらに備える、
［Ｃ４０］に記載の装置。
　　［Ｃ５１］
　前記通知を送信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメントを前記抑制する
ことを停止するように構成された論理をさらに備える、
［Ｃ５０］に記載の装置。
　　［Ｃ５２］
　前記ネットワークは、前記通知を受信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンス
メントを抑制することを停止する、
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［Ｃ５０］に記載の装置。
　　［Ｃ５３］
　デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための装置であって、
　クライアントデバイスで、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスと少なくと
も１つの低優先順位アクセス禁止クラスを受信するための手段と、
　前記低優先順位アクセス禁止クラスに切り替えるための手段と、
　アクセス禁止メッセージを受信するための手段と、
　前記アクセス禁止メッセージを受信することに応じて、前記高優先順位アクセス禁止ク
ラスに切り替えるための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ５４］
　デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための装置であって、
　クライアントデバイスのグループの間の高優先順位呼のための呼要求を受信するための
手段と、
　前記呼要求を受信することに応じてアクセス禁止メッセージを送信するためにそれに命
令するネットワークに通知を送信するための手段と、ここにおいて、前記クライアントデ
バイスのグループのうちの１つまたは複数のメンバは、前記アクセス禁止メッセージを受
信することに応じて高優先順位アクセスクラスに切り替える、
　前記通知を送信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメントを抑制するため
の手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ５５］
　デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための非一時的コンピュ
ータ可読媒体であって、
　クライアントデバイスで、少なくとも１つの高優先順位アクセス禁止クラスと少なくと
も１つの低優先順位アクセス禁止クラスを受信するための少なくとも１つの命令と、
　前記低優先順位アクセス禁止クラスに切り替えるための少なくとも１つの命令と、
　アクセス禁止メッセージを受信するための少なくとも１つの命令と、
　前記アクセス禁止メッセージを受信することに応じて、前記高優先順位アクセス禁止ク
ラスに切り替えるための少なくとも１つの命令と
を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ５６］
　デュアルアクセス禁止クラスを用いて優先アクセスを決定するための非一時的コンピュ
ータ可読媒体であって、
　クライアントデバイスのグループの間の高優先順位呼のための呼要求を受信するための
少なくとも１つの命令と、
　前記呼要求を受信することに応じてアクセス禁止メッセージを送信するためにそれに命
令するネットワークに通知を送信するための少なくとも１つの命令と、ここにおいて、前
記クライアントデバイスのグループのうちの１つまたは複数のメンバは、前記アクセス禁
止メッセージを受信することに応じて高優先順位アクセスクラスに切り替える、
　前記通知を送信した後、非優先順位呼要求のための呼アナウンスメントを抑制するため
の少なくとも１つの命令と
を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
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